
〒 １ ６ ４ － ８ ５ ０ １  中 野 区 中 野 ４ － ８ － １
（区議会事務局）電話０３－３２２８－５５８５ ＦＡＸ０３－３２２８－５６９３
（中野区役所）電話０３－３３８９－１１１１（代表）
Ｅ メ ー ル kug ika i j imu@ci ty. t okyo -nakano.l g.jp
ホームページ ht tps ://kugikai -nakano. jp/

2 6 4 2 11 142020

第3回
定例会

「キリンレモン　スポーツセンター」（中野区立総合体育館）の開設

　
区
議
会
は
第
３
回
定
例
会
で
、令
和
元
年
度
決
算
５
件
を
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
令
和
２
年
度
中
野
区
一
般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど
区
長
提
出
17
議
案
、
議
員
提
出

４
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
決
算
を
認
定

年
度
中
野
区
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
次
）」
な
ど
、
計
18

件
の
区
長
提
出
議
案
を
審
議
し

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
12
件
を

全
会
一
致
で
、
５
件
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
た
ほ
か
、「
和
解

に
つ
い
て
」
を
継
続
審
査
と
し

ま
し
た
。

　
第
３
回
定
例
会
は
９
月
７
日

か
ら
10
月
13
日
ま
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
９
月
７
日
に
区
長
が
行
政
報

告
を
行
い
、
９
月
９
日
か
ら
３

日
間
、
21
人
の
議
員
が
区
政
課

題
に
つ
い
て
、
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
令
和
元

年
度
中
野
区
一
般
会
計
な
ど
、

５
会
計
の
決
算
の
認
定
の
ほ
か
、

新
生
児
特
別
定
額
給
付
金
の
給

付
に
要
す
る
給
付
費
及
び
事
務

費
な
ど
を
計
上
し
た
「
令
和
２

　
ま
た
、
計
７
件
の
議
員
提
出

議
案
を
審
議
し
、
そ
の
う
ち
２

件
を
全
会
一
致
で
、
２
件
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
、
３
件
を
否

決
し
ま
し
た
。

　
陳
情
に
つ
い
て
は
、
２
件
を

不
採
択
と
し
、
２
件
を
継
続
審

査
と
し
ま
し
た
。

主な掲載記事主な掲載記事

区
政
を
た
だ
す
　
　
　
　   

２
～
５
面

決
算
を
問
う
　
　
　
　
　
　
６
～
９
面

決
算
に
対
す
る
各
会
派
の
見
解   

10
面

可
決
し
た
議
案
　
　
　
　
　
　
　
11
面

可
決
し
た
意
見
書
　
　
　
　
　
　
12
面

陳
情
の
審
議
結
果
　
　
　
　
　
　
12
面

　
10
月
１
日
の
本
会
議
で
は
、

委
員
会
で
の
審
査
経
過
を
報
告

し
た
後
、
採
決
を
行
い
、
一
般

会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計

の
各
決
算
を
賛
成
多
数
で
、
用

地
特
別
会
計
決
算
を
全
会
一
致

で
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
し
ま
し
た
。

　
決
算
の
審
議
に
当
た
り
、
次

の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

◆
賛
成
討
論

　
内
川
　
和
久
　
　
　（
自
民
）

　
令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
、

用
地
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険

特
別
会
計
の
各
歳
入
歳
出
決
算

は
、
全
議
員
を
構
成
員
と
す
る

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。

　
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
は

じ
め
に
、
22
人
の
委
員
が
決
算

全
体
の
総
括
質
疑
を
行
っ
た
後
、

総
務
、
区
民
、
厚
生
、
建
設
、

子
ど
も
文
教
の
５
つ
の
分
科
会

で
、
分
野
ご
と
に
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
斉
藤
　
ゆ
り
　
　
　（
立
憲
）

　
甲
田
　
ゆ
り
子
　
　（
公
明
）

　
い
さ
　
哲
郎
　
　
　（
共
産
）

◆
反
対
討
論

　
む
と
う
　
有
子
（
無
所
属
）

一
般
会
計
、
用
地
特
別
会

計
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
、
介
護
保
険
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

◆
賛
成
討
論

　
石
坂
　
わ
た
る
（
無
所
属
）

令和元年度 各会計決算額
（対前年度伸び率）

■一般会計
歳　入

歳　入

歳　入

歳　入

歳　入

歳　出

歳　出

歳　出

歳　出

歳　出

1,499億1,306万0,705円 （6.4％）

331億6,470万8,452円（△2.5％）

27億7,628万5,396円（80.4％）

70億8,440万7,271円 （1.8％）

231億1,928万9,837円 （3.4％）

1,416億1,710万2,067円 （4.2％）

329億9,143万8,996円（△2.5％）

27億7,628万5,396円（80.4％）

70億2,250万0,671円 （1.6％）

227億8,784万3,732円 （3.1％）

■用地特別会計

■国民健康保険事業特別会計

■後期高齢者医療特別会計

■介護保険特別会計

決
算
審
議
の
状
況

9/20（日）に「キリンレモン　スポーツセンター」の竣工記念式典が執り行われました。
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イ
ン
ド
を
思
い
出
し
、
や
る
気
を

奮
い
立
た
せ
る
た
め
の
具
体
策
は
。

①
区
独
自
で
の
流
通

経
路
の
確
保
は
困
難
な
た
め
、
都

や
国
に
対
し
て
、
医
療
機
関
へ
の

（
次
頁
へ
続
く
）

　
①
医
師
団
体
等
へ
の
医
療
必
需

品
の
流
通
経
路
の
確
保
を
す
べ
き

で
は
。
②
区
内
事
業
者
に
対
す
る

人
件
費
や
家
賃
の
上
乗
せ
補
助
の

検
討
状
況
は
。
③
組
織
再
編
に
当

た
り
、
職
員
が
入
庁
時
の
改
革
マ

わ
る
物
品
の
支
援
や
成
人
歯
科
健

診
の
受
診
率
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
検
討
す
る
。
②
財
政
的
な

支
援
を
視
野
に
入
れ
、
検
討
す
る
。

子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
よ

　
①
特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
、

基
準
日
で
あ
る
４
月
28
日
以
降
に

出
生
し
た
新
生
児
は
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
。
国
と
同
額
の
一
人
当

た
り
10
万
円
の
臨
時
給
付
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。
②
児
童
育
成

手
当
受
給
者
の
う
ち
、
障
害
手
当

受
給
児
童
に
対
し
て
特
別
定
額
給

付
金
と
同
額
の
10
万
円
の
給
付
を

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

①
給
付
金
の
支
給
を

検
討
し
て
い
る
。
②
５
万
円
の
給

付
を
考
え
て
い
る
。

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
よ

　
中
野
区
全
体
の
経
済
活
性
化
の

観
点
か
ら
、
区
内
各
店
舗
、
特
に

飲
食
業
へ
の
支
援
に
は
高
い
経
済

効
果
が
見
込
め
る
。
飲
食
店
で
も

使
用
で
き
る
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
事
業
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

区
商
連
か
ら
要
望
も

あ
り
、
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

東
北
復
興
大
祭
典
中
止
を
問
う

　
①
今
年
度
は
、
中
止
と
な
っ
た

大
祭
典
に
代
わ
る
取
り
組
み
の
状

況
と
実
施
時
期
は
。
②
中
野
四
季

の
森
公
園
前
の
Ｆ
字
道
路
を
使
っ

て
の
イ
ベ
ン
ト
が
増
え
て
い
る
。

音
響
設
備
な
ど
を
充
実
さ
せ
て
は
。

①
ね
ぶ
た
の
展
示
や

物
産
展
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

実
施
時
期
は
、
10
月
下
旬
を
考
え

て
い
る
。
②
音
響
調
査
を
行
い
、

ど
ん
な
対
応
が
可
能
か
検
討
す
る
。

　
①
最
前
線
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
診
療
を
し
て
い
る

現
場
環
境
を
支
え
る
た
め
、
医
師

会
、
歯
科
医
師
会
へ
の
支
援
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
②

身
近
な
医
療
機
関
に
お
い
て
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整

備
す
る
た
め
に
、
医
療
機
関
に
対

し
て
支
援
を
行
う
べ
き
で
は
。

①
感
染
症
対
策
に
関

第3 回
定例会

区
政
を
た
だ
す

一
般
質
問

　
①
今
後
の
収
入
減
を
受
け
て
区

民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
は
避
け
ら

れ
な
い
と
あ
る
が
、
３
年
程
度
区

民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に

１
５
０
億
円
程
の
財
政
調
整
基
金

を
確
保
し
て
い
く
と
し
た
、
こ
れ

ま
で
の
説
明
と
整
合
性
が
と
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
。
②
財
政
非
常

事
態
と
い
う
一
方
、
相
応
規
模
の

補
正
予
算
に
な
る
と
思
わ
れ
る
支

援
策
の
検
討
内
容
を
報
告
し
て
い

る
が
、
財
政
出
動
の
必
要
性
と
そ

の
た
め
の
余
力
に
つ
い
て
、
区
の

見
解
は
。
③
良
好
な
子
育
て
・
教

育
環
境
の
実
現
を
目
指
す
た
め
の

予
算
措
置
は
継
続
す
べ
き
で
は
。

④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
家
等
の
外
部
人
材

を
活
用
し
、
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
を

や
り
遂
げ
る
区
長
の
姿
勢
を
示
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
⑤
往
復
は
が

き
で
行
う
古
い
や
り
取
り
は
ウ
ェ

ブ
上
で
完
結
す
る
よ
う
、
区
民
負

担
軽
減
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

①
財
政
調
整
基
金
は

必
要
が
あ
る
場
合
に
の
み
活
用
を

図
り
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
削
減
あ
り

き
で
は
な
く
事
業
効
果
を
見
定
め

な
が
ら
、
予
算
編
成
を
進
め
た
い
。

②
区
民
が
安
心
で
き
る
生
活
環
境

を
整
え
、
経
済
再
生
に
取
り
組
む

こ
と
は
区
の
責
務
で
あ
り
、
対
応

す
べ
き
課
題
の
選
択
と
集
中
を
図

り
、
必
要
な
財
源
を
投
入
し
た
い
。

③
子
育
て
先
進
区
の
実
現
に
向
け

て
適
時
適
切
な
予
算
措
置
を
行
い

た
い
。
④
適
切
な
外
部
人
材
の
活

　
①
長
期
化
す
る
感
染
拡
大
に
よ

る
経
済
へ
の
影
響
は
飲
食
業
界
等

に
重
く
の
し
か
か
る
。
他
区
で
は

区
内
商
店
等
か
ら
の
悲
痛
な
声
を

受
け
、
お
得
感
の
あ
る
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業
が
実
施
・
予
定

さ
れ
て
い
る
。
中
野
区
で
も
他
区

に
負
け
な
い
事
業
を
実
施
し
て
は
。

②
一
番
影
響
を
受
け
て
い
る
飲
食

業
を
優
遇
す
る
事
業
の
検
討
と
、

感
染
拡
大
防
止
対
策
の
推
進
や
支

援
策
も
検
討
し
て
は
。
③
明
年
度

以
降
の
大
幅
な
歳
入
の
減
少
は
、

区
発
注
の
入
札
案
件
に
影
響
を
及

ぼ
す
。
入
札
形
式
等
を
見
直
し
、

区
内
事
業
者
を
守
る
入
札
制
度
改

革
を
実
施
し
て
は
。
④
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
子
ど
も
達
を
支
援
す

る
生
活
主
体
者
が
、
陽
性
に
よ
る

入
院
措
置
等
と
な
っ
た
場
合
、
残

さ
れ
た
方
の
生
活
支
援
策
を
検
討

し
て
は
。
⑤
生
活
福
祉
資
金
の
特

例
貸
付
の
更
な
る
延
長
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
区
独
自
の
産
業
経
済

融
資
制
度
の
貸
付
も
延
長
し
て
は
。

⑥
国
・
都
の
情
報
収
集
に
努
め
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
拡
充
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
。
⑦
感
染
抑
止
の

た
め
に
中
止
と
な
っ
た
修
学
旅
行

の
代
替
え
案
を
実
施
し
て
は
。

①
中
野
区
商
店
街
連

合
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
実
施

を
検
討
し
た
い
。
②
検
討
し
た
い
。

③
一
定
の
競
争
性
を
確
保
し
、
区

内
事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
を

検
討
し
た
い
。
④
課
題
と
な
る
支

援
者
等
の
受
け
皿
の
確
保
に
向
け
、

働
き
か
け
た
い
。
⑤
９
月
30
日
ま

で
の
受
付
期
間
を
12
月
28
日
ま
で

に
再
延
長
し
た
い
。
⑥
積
極
的
な

の
結
果
を
踏
ま
え
、
区
の
考
え
方

を
取
り
ま
と
め
る
と
共
に
、
そ
れ

に
基
づ
く
施
策
の
展
開
を
検
討

し
て
い
く
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

法
改
正
の
趣
旨
も
踏
ま
え
、
将
来

だ
け
で
な
く
、
現
在
の
生
活
の
支

援
も
一
つ
の
視
点
と
し
て
進
め
る
。

高
等
学
校
等
入
学
準
備
助
成
制
度

の
実
施
を
検
討
せ
よ

　
高
校
入
学
時
に
は
、
制
服
や
学

用
品
の
出
費
が
か
さ
む
。
こ
の
世

代
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は
、
こ

こ
か
ら
教
育
費
を
は
じ
め
と
し
た

生
活
費
の
負
担
が
増
大
す
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
低
所
得
の
世
帯

に
お
い
て
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

区
内
の
中
学
校
に
通
う
就
学
援
助

費
の
認
定
者
に
対
し
、
助
成
金
を

支
給
し
て
は
ど
う
か
。

区
全
体
の
子
ど
も
の

貧
困
対
策
を
進
め
て
い
く
中
で
、

国
や
都
の
動
向
、
他
自
治
体
の
事

例
等
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

情
報
収
集
に
努
め
地
区
医
師
会
や

区
内
病
院
と
協
議
を
始
め
て
い
る
。

⑦
事
業
内
容
、
感
染
防
止
策
等
に

つ
い
て
、
学
校
、
保
護
者
等
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

就
学
援
助
世
帯
に
支
援
の
充
実
を

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
し

て
来
年
３
月
か
ら
区
立
小
・
中
学

生
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸
与
す

る
。
就
学
援
助
世
帯
に
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
の
通
信
費
を
助
成
し
て
は
。

検
討
し
て
い
く
。

水
害
リ
ス
ク
の
周
知
を
強
化
せ
よ

　
宅
建
業
法
改
正
で
不
動
産
売
買

や
賃
貸
契
約
時
に
水
害
リ
ス
ク
の

説
明
が
義
務
化
さ
れ
た
。
水
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
方
法
等
は
。

浸
水
予
想
区
域
へ
の

戸
別
配
布
、
本
庁
舎
等
で
の
配
布
、

Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ

で
の
デ
ー
タ
掲
示
等
で
あ
る
。

　
①
医
療
機
関
や
介
護
施
設
、
障

害
者
施
設
や
保
育
施
設
等
の
職
員
、

入
院
・
入
所
者
等
に
対
し
定
期
的

な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
を
検
討
す

べ
き
で
は
。
②
検
査
実
施
医
療
機

関
に
対
す
る
１
日
当
た
り
１
万
円

の
支
援
金
を
増
額
す
べ
き
で
は
。

①
都
が
実
施
す
る

「
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
施
設
等

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
強
化
事
業
」
の
成
果

を
含
め
、
そ
の
在
り
方
を
慎
重
に

見
極
め
る
。
②
区
の
一
般
職
員
が

感
染
リ
ス
ク
に
直
面
す
る
職
務
に

従
事
し
た
際
に
支
給
さ
れ
る
、
特

殊
勤
務
手
当
を
基
に
算
出
し
た
も

の
で
あ
り
、
現
行
の
支
援
金
の
水

準
が
妥
当
だ
と
考
え
る
。

基
金
へ
の
積
立
を
見
直
せ

　
感
染
症
対
策
へ
財
源
措
置
を
行

い
な
が
ら
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
に
よ
り
歳
入
に
お
け
る
一

用
は
有
効
な
手
段
と
考
え
て
お
り
、

行
政
の
ル
ー
ル
や
業
務
を
抜
本
的

に
見
直
し
、
着
実
に
デ
ジ
タ
ル
シ

フ
ト
を
実
現
し
た
い
。
⑤
電
子
申

請
や
ウ
ェ
ブ
申
請
の
拡
充
を
進
め
、

区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
た
い
。

予
防
接
種
等
の
助
成
を
拡
充
せ
よ

　
都
の
高
齢
者
対
象
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
を
活
用
し

つ
つ
、
子
ど
も
向
け
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
助
成
の
拡
充
や
、

高
齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
無
料
化
を
検
討

し
、
そ
の
他
は
今
後
研
究
し
た
い
。

中
野
駅
新
北
口
駅
前
エ
リ
ア

再
整
備
事
業
計
画
を
問
う

　
①
新
型
コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
た
事

業
者
か
ら
の
提
案
を
区
が
評
価
す

る
体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。
②

生
活
の
在
り
方
が
大
き
く
変
化
す

れ
ば
、
再
整
備
事
業
計
画
と
の
間

に
齟そ

ご齬
が
出
る
事
態
も
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
場
合
の
対
応
は
。

①
外
部
有
識
者
で
構

成
す
る
審
査
委
員
会
を
設
置
し
て

お
り
、
中
長
期
の
経
済
状
況
や
社

会
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま
え
て
審

査
を
行
う
。
②
経
済
動
向
や
社
会

状
況
の
変
化
に
応
じ
た
事
業
内
容

の
検
討
を
し
た
い
。

般
財
源
の
確
保
は
可
能
と
考
え
る
。

特
定
目
的
基
金
の
積
立
も
新
型
コ

ロ
ナ
後
の
状
況
に
ふ
さ
わ
し
く
見

直
し
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

当
初
予
算
に
お
け
る
積
立
金
に
つ

い
て
精
査
し
、
一
般
財
源
の
確
保

に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

今
後
の
厳
し
い
財
政

見
込
み
を
踏
ま
え
、
一
般
財
源
、

起
債
、
基
金
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

な
が
ら
運
用
を
進
め
て
い
く
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
進
め
よ

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
法
が

改
正
さ
れ
、
子
ど
も
の
将
来
だ
け

で
な
く
、
現
在
の
生
活
改
善
も
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
加
え
ら
れ
た
。
こ

れ
は
子
ど
も
の
現
在
に
も
目
を
向

け
た
施
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
区
は

ど
の
よ
う
に
対
策
を
進
め
る
の
か
。

昨
年
度
実
施
し
た
子

ど
も
と
子
育
て
家
庭
の
実
態
調
査

最
前
線
で
働
く
医
療
関
係
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　支
援
せ
よ

自
由
民
主
党
議
員
団

大
内

　し
ん
ご

行
政
報
告
と
今
後
の
財
政
運
営
、

区
民
の
生
活
支
援
策
を
問
う

立
憲
民
主
党
・
無
所
属
議
員
団

森
　た
か
ゆ
き

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
か
ら

　
　
　区
民
・
区
内
産
業
を
守
れ

公
明
党
議
員
団

白
井

　ひ
で
ふ
み

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
　
　対
策
を
拡
充
せ
よ

日
本
共
産
党
議
員
団　

　長
沢
　和
彦

区
長
の
行
政
報
告
を
問
う

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
中
野
区
議
団

内
野
　大
三
郎
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政
運
営
の
考
え
方
は
。

①
現
在
の
財
政
の
厳

し
さ
は
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

並
行
し
た
進
行
に
よ
る
影
響
が
大

き
い
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

る
経
済
状
況
悪
化
に
よ
り
、
財
源

の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
も
要

因
で
あ
る
。
②
よ
り
一
層
財
務
規

律
を
引
き
締
め
る
ほ
か
、
職
員
の

意
識
改
革
が
重
要
と
捉
え
て
い
る
。

小
中
学
校
等
の
改
築
・
改
修
計
画

を
問
う

　
財
政
状
況
が
厳
し
い
と
い
う
理

由
か
ら
、
教
育
環
境
の
整
備
を
遅

ら
せ
る
こ
と
を
遺
憾
に
思
う
。
①

中
野
本
郷
小
学
校
の
整
備
計
画
は

早
期
に
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
後
の
計
画
と
見
通
し
は
。
②
学

校
の
建
築
工
事
を
平
準
化
し
、
公

共
事
業
と
し
て
計
画
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
。①

基
本
計
画
や
区
有

施
設
整
備
計
画
と
整
合
を
図
り
な

が
ら
見
直
し
、
そ
の
中
で
明
ら
か

に
し
て
い
く
。②

区
有
施
設
整
備
計

画
の
検
討
に
当
た
り
、
今
後
見
込

ま
れ
る
厳
し
い
財
政
状
況
を
乗
り

越
え
る
た
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

見
直
し
て
い
る
。

　
平
成
11
年
度
の
財
政
状
況
で
は
、

義
務
的
経
費
が
約
５
４
６
億
円
と

な
り
、
人
件
費
比
率
は
23
区
内
で

最
も
高
い
水
準
に
あ
っ
た
。
ま
た
、

区
債
残
高
は
約
６
３
１
億
円
で
あ

り
、
財
政
危
機
の
状
況
に
あ
っ
た
。

こ
の
事
態
を
打
開
す
る
た
め
策
定

し
た
行
財
政
５
か
年
計
画
を
ど
の

よ
う
に
捉と

ら

え
て
い
る
か
。

取
組
の
成
果
と
し
て
、

財
政
再
建
を
果
た
せ
た
と
認
識
し

て
い
る
。

今
後
の
行
財
政
運
営
の
考
え
方
を

示
せ

　
区
は
財
政
の
非
常
事
態
で
あ
る

と
い
っ
て
い
る
が
、
①
原
因
は
何

か
。
②
現
区
政
２
年
間
で
膨
れ
上

が
っ
た
財
務
体
質
の
改
善
、
事
業

の
整
理
の
た
め
、
財
政
に
か
か
る

考
え
方
を
改
め
る
べ
き
だ
が
行
財

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

い
つ
で
も
避
難
所
と
し
て
開
設
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
く
べ
き
で
は
。

②
堀
越
高
等
学
校
と
の
防
災
に
関

す
る
協
定
の
締
結
の
見
通
し
は
。

実
践
学
園
や
東
亜
学
園
に
も
協
定

を
締
結
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き

か
け
る
べ
き
で
は
。
③
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
や
家
具
転
倒
防
止
用
品
は
、

斡あ
っ
せ
ん旋

で
は
な
く
、
防
災
対
策
と
し

て
区
を
直
接
窓
口
と
す
べ
き
で
は
。

①
電
気
、
水
道
が
利

用
で
き
る
状
態
を
維
持
し
て
い
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
協
議
を
進
め
る
。
③
地
震
に

よ
る
電
気
火
災
や
家
具
転
倒
の
危

険
性
な
ど
の
周
知
が
不
足
し
て
い

る
た
め
、
そ
の
危
険
性
と
対
策
の

必
要
性
の
周
知
強
化
を
図
る
。

図
書
館
の
閉
館
を
延
期
せ
よ

　
本
町
図
書
館
と
東
中
野
図
書
館

の
閉
館
に
つ
い
て
、
地
域
の
方
や

利
用
者
に
未
だ
に
周
知
し
て
い
な

い
。
当
面
は
９
館
体
制
で
運
営
し
、

利
用
状
況
や
利
用
者
の
意
見
を
踏

ま
え
閉
館
を
判
断
す
べ
き
で
は
。

こ
れ
ま
で
の
計
画
策

定
の
過
程
で
区
民
や
利
用
者
の
意

見
を
聞
い
て
い
る
。
周
知
に
つ
い

て
は
、
条
例
の
議
決
後
に
行
う
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

に
つ
い
て
問
う

　
①
受
領
証
を
提
示
活
用
で
き
る

よ
う
携
帯
用
に
カ
ー
ド
化
す
べ
き

で
は
。
②
戸
籍
上
の
性
別
に
と
ら

わ
れ
ず
性
自
認
、
性
的
指
向
の
方

に
も
門
戸
を
開
く
べ
き
で
は
。
③

提
出
書
類
が
煩
雑
で
あ
る
た
め
、

簡
略
化
す
べ
き
で
は
。
④
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
相
談
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

①
他
自
治
体
の
取
組

等
を
参
考
に
検
討
す
る
。
②
要
件

の
見
直
し
は
、
慎
重
な
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
③
簡
略
化
で
き
る
書

類
を
検
討
す
る
。
④
東
京
都
な
ど

の
実
施
状
況
を
参
考
に
検
討
す
る
。

携
し
、
原
則
入
院
を
し
て
も
ら
う
。

重
度
訪
問
介
護
を
活
用
す
る
な
ど

適
切
に
対
応
し
た
い
。

閲
覧
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

検
査
体
制
を
強
化
せ
よ

　
①
「
第
１
波
」
に
お
い
て
は
、

明
ら
か
に
症
状
が
あ
っ
て
も
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
都
内
で
も
確
認
さ
れ
た
が
、
区

内
の
実
態
は
。
②
世
界
全
体
で
見

る
と
日
本
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

件
数
は
先
進
７
ヵ
国
で
は
最
下
位
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
の
先
進
36
ヵ
国
で

も
最
低
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
更
な
る

流
行
に
備
え
、
検
査
体
制
の
拡
充

に
向
け
て
体
制
の
強
化
を
進
め
る

べ
き
で
は
。

①
「
第
１
波
」
に
お

い
て
は
検
体
採
取
の
マ
ン
パ
ワ
ー

や
防
護
服
の
確
保
等
の
幾
つ
も
の

課
題
が
あ
り
、
検
査
数
の
不
足
に

つ
な
が
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

②
区
と
し
て
も
検
査
が
で
き
る
医

療
機
関
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
現
在
、
医
師
会
と

協
議
し
て
い
る
。

の
出
席
に
よ
る
20
代
、
30
代
の
感

染
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

日
中
の
社
会
活
動
や
同
居
な
ど
に

よ
り
家
庭
内
や
職
場
に
感
染
が
広

が
っ
て
き
て
い
る
。

区
内
の
医
療
体
制
の
現
状
を

区
民
に
正
し
く
周
知
せ
よ

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
最
も
懸
念

さ
れ
る
問
題
の
一
つ
に
「
医
療
崩

壊
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
病
床
の
逼ひ

っ

迫ぱ
く

度
合
い
な
ど
、
区
内
の
医
療
体

制
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
区
民
に

正
し
く
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

病
床
な
ど
の
医
療
資

源
に
つ
い
て
は
体
制
強
化
が
必
要

な
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
区
民
は
医
療

体
制
に
つ
い
て
強
く
関
心
を
寄
せ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
区
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ

か
ら
都
内
の
最
新

感
染
動
向
や
医
療
体
制
に
つ
い
て

優
先
的
な
配
布
を
働
き
か
け
た
い
。

②
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の

実
施
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

③
事
業
の
見
直
し
や
改
善
、
職
員

の
積
極
的
な
取
り
組
み
の
評
価
等

に
よ
り
意
識
改
革
を
進
め
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
問
う

　
①
屋
外
の
公
衆
喫
煙
所
は
、
ど

の
よ
う
な
判
断
に
基
づ
い
て
閉
鎖

を
し
な
か
っ
た
の
か
。
②
避
難
所

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
旧
第
九

中
学
校
の
配
管
や
、
給
排
水
設
備

の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

①
密
閉
空
間
に
な
っ

て
お
ら
ず
、
緊
急
事
態
宣
言
に
よ

る
利
用
者
の
一
時
的
な
減
少
に
加

え
、
路
上
喫
煙
等
の
増
加
の
恐
れ

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
利
用
を
継
続

し
た
。
②
電
気
・
水
道
が
利
用
で

き
る
状
態
を
維
持
し
て
い
る
。

新
庁
舎
で
の
感
染
症
対
策
を
せ
よ

　
感
染
症
対
策
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
来
庁
者
数
を
減
ら
す
た
め

の
数
値
目
標
を
設
定
し
、
電
子
申

請
手
続
き
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

電
子
申
請
の
拡
充
を

軸
に
方
策
を
検
討
し
、
来
庁
者
数

減
の
数
値
目
標
も
設
定
し
た
い
。

台
湾
と
の
国
際
交
流
を

　
交
流
事
業
の
今
後
の
予
定
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
協
議
が
で
き
て
い
な
い
。

　
①
国
は
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
な
る
施
策
で
国
民
の

移
動
を
促
進
す
る
一
方
、
多
く
の

自
治
体
は
移
動
の
自
粛
を
求
め
る

な
ど
危
機
感
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
つ
い
て

区
の
認
識
は
。
②
緊
急
事
態
宣
言

解
除
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
区
内

の
陽
性
者
数
は
日
々
増
加
傾
向
に

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
感
染
状
況
の

要
因
に
つ
い
て
区
の
分
析
は
。

①
都
は
人
口
が
集
積

し
て
お
り
、
流
行
状
況
や
医
療
資

源
の
分
布
が
一
律
で
は
な
い
た
め
、

国
全
体
と
各
自
治
体
を
同
等
に
は

比
較
で
き
な
い
が
、
最
上
位
の
警

戒
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
お
り
、
区

の
流
行
状
況
は
都
の
傾
向
・
分
布

と
類
似
し
て
い
る
。
②
緊
急
事
態

宣
言
解
除
後
は
、
当
初
接
客
を
伴

う
飲
食
店
な
ど
の
利
用
や
宴
会
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
防
止
せ
よ

　
①
４
月
に
は
、
中
野
江
古
田
病

院
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
ク
ラ

ス
タ
ー
の
報
道
が
あ
っ
た
。
感
染

症
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
た
の
か
。
②

現
在
、
中
野
江
古
田
病
院
は
、
陽

性
患
者
が
ゼ
ロ
に
な
り
、
外
来
診

療
も
再
開
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
深
刻
な
事
態
と
な
っ
た

の
か
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大

の
防
止
策
を
考
え
る
上
で
、
検
証

が
必
要
で
は
な
い
か
。
③
障
害

児
・
者
の
な
か
に
は
、
親
一
人
、

子
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
世
帯
が

①
早
い
時
期
に
申
請

書
を
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
、
早

期
の
給
付
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

て
い
る
。
②
全
体
件
数
の
１
・

５
％
、
約
３
千
件
程
度
で
あ
る
。

③
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
チ
ー
ム
等
に
よ

る
申
請
勧
奨
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
ほ

か
、
訪
問
に
よ
る
個
別
支
援
な
ど

を
行
っ
た
。
④
国
の
基
準
に
よ
り

申
請
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
延
長
は
で
き
な
い
が
、
救
済

措
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

あ
る
。
親
が
感
染
し
た
場
合
の
障

害
児
・
者
へ
の
対
応
は
ど
う
な
る

の
か
、
ま
た
知
的
障
害
等
に
よ
り

他
人
の
指
示
に
従
う
こ
と
が
困
難

な
障
害
児
・
者
が
感
染
し
た
場
合

の
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

①
直
ち
に
疫
学
調
査

や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
等
を
行
う

と
と
も
に
、
国
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対

策
班
等
に
調
査
支
援
を
要
請
し
た
。

ま
た
、
病
院
に
は
様
々
な
助
言
や

支
援
を
行
っ
た
。
②
再
発
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
国
の
ク

ラ
ス
タ
ー
対
策
班
が
検
証
し
、
保

健
所
か
ら
も
病
院
向
け
の
提
言
を

行
っ
た
。
③
障
害
の
あ
る
方
が
感

染
し
た
場
合
も
、
関
係
機
関
と
連

　
①
特
別
定
額
給
付
金
の
実
施
成

果
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る

の
か
。
②
現
在
ま
で
の
未
申
請
者

の
件
数
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

③
入
院
や
施
設
入
所
が
原
因
で
未

申
請
に
な
っ
て
い
る
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
、
障
害
が
理
由
で
未

申
請
に
な
っ
て
い
る
障
害
者
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た

の
か
。
④
こ
の
よ
う
な
未
申
請
者

に
対
し
、
申
請
で
き
る
期
間
を
延

長
し
て
救
済
措
置
を
設
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
①
中
野
区
商
店
街
連
合
会
か
ら

地
域
経
済
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し

て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の

実
施
を
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

地
域
の
経
済
対
策
等
に
即
効
性
の

あ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
支

援
を
す
べ
き
で
は
。
②
命
の
危
機

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
エ
ア
コ
ン
の

な
い
高
齢
者
世
帯
に
対
し
、
購
入

費
の
助
成
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

①
他
区
の
実
施
状
況

や
効
果
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。
②

廉
価
な
製
品
も
多
い
た
め
、
助
成

の
必
要
性
を
慎
重
に
検
討
す
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て
問
う

　
①
中
野
中
学
校
跡
施
設
は
東
部
、

桃
園
地
区
の
重
複
避
難
所
と
な
っ

て
お
り
、
中
野
区
体
育
協
会
か
ら

体
育
館
等
の
使
用
を
要
望
さ
れ
て

い
る
。
避
難
所
は
日
常
的
に
使
用

さ
れ
て
こ
そ
、
い
ざ
と
い
う
時
に

厳
し
い
財
政
状
況
を
打
破
す
る

　
　
　
　
　
　
政
治
姿
勢
を
示
せ

行
財
政
５
か
年
計
画
に
な
ら
い

　
　
　
財
政
危
機
を
乗
り
越
え
よ

自
由
民
主
党
議
員
団

伊
藤
　正
信

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
に
つ
い
て
区
の
見
解
を
質た

だ

す

立
憲
民
主
党
・
無
所
属
議
員
団

ひ
や
ま

　隆

特
別
定
額
給
付
金
を
問
う

公
明
党
議
員
団

南
　か
つ
ひ
こ

区
民
の
苦
難
に

　
　
　
寄
り
添
う
区
政
の
実
現
を

日
本
共
産
党
議
員
団

来
住

　和
行
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対
す
る
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費

用
を
全
額
補
助
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
区
は
、
訪
問
介
護
・
通
所
施

設
ま
で
対
象
範
囲
を
広
げ
て
検
査

費
用
を
助
成
し
、
高
齢
者
を
守
る

施
策
を
充
実
さ
せ
て
は
。

①
現
場
の
ニ
ー
ズ
等

を
把
握
し
、
専
用
窓
口
を
設
け
て

い
る
他
自
治
体
の
実
施
方
法
も
参

考
に
し
て
、
実
効
性
の
あ
る
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
か
か
る
補
助
金
の
説
明
会
や
、

制
度
改
正
の
研
修
等
を
通
じ
、
支

援
し
て
い
き
た
い
。
③
都
が
実
施

す
る
事
業
の
成
果
を
含
め
、
そ
の

在
り
方
に
つ
い
て
慎
重
に
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
。

　　
コ
ロ
ナ
禍
で
会
議
や
イ
ベ
ン
ト

の
中
止
が
相
次
い
で
お
り
、
Ｗ
ｉ

－
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
や
、
会
場
の

　
①
家
族
が
濃
厚
接
触
者
な
ら
ば
、

そ
の
同
居
家
族
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

②
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
業
務
を

行
う
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
た
め
に
も
、
体
調
に
異
変
を
感

じ
た
際
な
ど
に
は
、
希
望
に
よ
り

優
先
的
に
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
べ
き
で
は
。
③
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
は
。

①
体
調
不
良
時
に
は
、

か
か
り
つ
け
医
の
判
断
で
受
け
ら

れ
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
受
診
を

勧
奨
し
て
い
る
。
②
国
や
都
の
動

向
等
も
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
た

い
。
③
地
区
医
師
会
や
区
内
病
院

と
協
議
を
始
め
て
い
る
。

　
年
末
に
か
け
て
生
活
相
談
や
保

護
申
請
が
再
び
増
加
す
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
が
、
生
活
援
護
課
内

で
の
職
員
配
置
の
工
夫
に
も
限
界

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
全
庁
的
な

臨
時
体
制
を
整
え
る
べ
き
で
は
。

増
加
す
る
事
務
量
を

見
極
め
、
全
庁
的
な
応
援
体
制
も

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
支
援
の
全
体
像
を
分
か
り
や
す

く
す
る
、
社
会
資
源
を
ま
と
め
た

イ
メ
ー
ジ
図
を
作
成
す
べ
き
で
は
。

作
成
し
た
い
。

　
学
校
休
業
期
間
中
、
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
が
実
施
さ
れ
た
。
①
機
材

等
整
備
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
想
定

は
。
②
教
育
格
差
に
は
ど
う
対
応

す
る
の
か
。
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

備
に
は
、
学
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
適
切
な
人
員
配

置
が
必
要
で
は
。

①
個
々
人
の
ペ
ー
ス

で
基
礎
的
学
力
を
身
に
付
け
、
対

　
介
護
の
現
場
で
は
、
想
像
以
上

の
困
難
や
混
乱
し
た
状
況
が
あ
る
。

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
対
し
、

区
の
担
当
部
署
と
保
健
所
と
の
連

携
の
見
え
る
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
情
報
を
整
理
し
て
提
供
で
き

る
専
用
窓
口
を
一
本
化
し
た
体
制

を
、
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。
②
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
、
電

子
申
請
等
を
早
急
に
充
実
さ
せ
る

べ
き
で
は
。
③
都
は
高
齢
者
・
障

害
者
施
設
の
職
員
・
入
所
者
等
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
口
腔
が
ん
が
増
え
始
め
る
40
歳

か
ら
50
歳
ま
で
の
健
診
対
象
者
に

つ
い
て
は
、
２
歳
刻
み
の
年
齢
対

象
者
に
受
診
券
を
送
付
し
て
は
。

検
討
し
て
い
く
。

面
学
習
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

自
分
の
意
見
入
力
や
意
見
交
換
等

を
行
い
、
主
体
的
・
対
話
的
な
学

び
を
実
現
す
る
。
②
今
年
度
中
に
、

教
員
向
け
研
修
や
先
進
校
の
取
組

成
果
の
普
及
を
図
る
。
③
来
年
度

は
、
要
請
の
あ
る
学
校
へ
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
の
派
遣
を
考
え
て
い
る
。

　
児
童
養
護
施
設
や
乳
児
院
が
不

足
し
、
入
所
が
難
し
い
現
状
で
、

家
庭
的
な
環
境
で
児
童
の
養
育
が

で
き
る
よ
う
、
小
規
模
施
設
の
誘

致
等
も
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

生
活
困
窮
者
対
策
を
問
う

ひ
き
こ
も
り
者
支
援
に
取
り
組
め

今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
問
う

歯
科
健
診
の
受
診
率
を
向
上
せ
よ

立
憲
民
主
党
・
無
所
属
議
員
団

　山
本
　た
か
し

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
強
化
な
ど
、

区
民
の
不
安
に
寄
り
添
う
区
政
を

子
ど
も
を
社
会
で
支
え
る
た
め
の

施
設
を
誘
致
せ
よ

公
明
党
議
員
団

　甲
田

　ゆ
り
子

介
護
現
場
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を

拡
充
せ
よ

　
①
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
従
事
者
に

は
、
求
め
が
あ
れ
ば
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
環
境
整
備
を

し
て
は
。
②
家
族
が
新
型
コ
ロ
ナ

に
感
染
し
た
際
、
自
宅
に
残
さ
れ

る
高
齢
者
の
保
護
施
設
の
確
保
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

①
都
が
実
施
す
る
事

業
の
成
果
を
含
め
、
そ
の
在
り
方

を
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

②
一
時
的
に
受
け
入
れ
る
施
設
等

の
確
保
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討

を
進
め
た
い
。

　
①
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
中
止
に
よ

る
活
動
の
衰
退
を
招
か
ぬ
よ
う
、

行
事
に
合
わ
せ
た
感
染
防
止
対
策

の
モ
デ
ル
事
例
や
確
認
で
き
る
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
等
を
作
成
し
て
は
。

②
地
域
で
事
業
を
計
画
す
る
段
階

や
周
知
を
す
る
際
に
、
相
談
で
き

る
窓
口
を
開
設
す
べ
き
で
は
。
③

町
会
掲
示
板
の
設
置
等
経
費
助
成

は
５
年
間
に
２
回
ま
で
と
使
い
勝

手
が
悪
い
。
期
間
内
で
あ
れ
ば
上

限
内
で
無
駄
な
く
活
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
は
。
④
町
会
、
自
治
会

の
集
団
回
収
に
よ
る
報
奨
金
の
単

価
を
増
額
す
べ
き
で
は
。

①
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
②
窓
口
の
開
設
も
含
め
て
相

談
体
制
を
検
討
し
た
い
。
③
見
直

し
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
④
他

区
の
額
を
参
考
に
し
、
今
後
の
区

財
政
の
見
通
し
が
厳
し
い
こ
と
を

踏
ま
え
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　　　
現
在
準
備
中
の
東
京
都
の
「
商

店
街
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
導
入
モ
デ

ル
事
業
」
の
成
果
を
検
証
し
、
段

階
的
に
区
内
全
域
の
商
店
に
広
げ

る
こ
と
で
、
区
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
を
進
め
、
区
独
自
の
自
治
体

ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
施
や
推
進
に

よ
り
、
区
内
経
済
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
。

今
回
の
モ
デ
ル
事
業

の
検
証
に
よ
り
、
区
全
域
に
広
げ

て
い
き
た
い
。

分
散
化
を
図
る
仕
組
み
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
。
身
近
な
区
有
施
設

の
中
で
、
離
れ
た
家
族
や
友
人
と

繋つ
な

が
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
高
齢

者
会
館
に
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
環
境
を
整

備
し
て
は
ど
う
か
。

今
年
度
２
カ
所
の
区

民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
集
会
室
利
用

時
に
ル
ー
タ
ー
の
貸
出
し
試
行
を

し
た
上
で
、
検
討
を
行
う
。
高
齢

者
会
館
は
今
年
度
事
務
用
の
光
回

線
の
整
備
を
行
う
予
定
で
あ
り
、

そ
の
設
備
を
活
用
し
、
区
民
が
施

設
内
で
使
え
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
学
校
外
教
育
・
学
習
塾
等
に
使

え
る
ス
タ
デ
ィ
ク
ー
ポ
ン
は
、
子

ど
も
の
貧
困
に
よ
る
弊
害
を
解
決

す
る
取
り
組
み
と
考
え
る
。
進
学

塾
だ
け
で
な
く
、
習
い
事
等
に
も

活
用
で
き
、
子
ど
も
達
に
多
様
な

選
択
肢
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
は
。

導
入
に
つ
い
て
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
課
題
に
取
り
組
め

自
由
民
主
党
議
員
団

　若
林

　し
げ
お

新
し
い
生
活
様
式
に
お
け
る

地
域
活
動
を
支
援
せ
よ

地
域
経
済
活
性
化
に
取
り
組
め

舎
改
築
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い

る
が
、
多
額
の
経
費
を
要
し
、
長

期
間
に
及
ぶ
。
中
野
区
立
小
中
学

校
施
設
整
備
計
画
は
、
今
後
の
財

政
見
通
し
や
社
会
情
勢
な
ど
を
踏

ま
え
、
新
し
い
基
本
計
画
や
区
有

施
設
整
備
計
画
と
整
合
を
図
り
な

が
ら
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
④

子
育
て
先
進
区
の
実
現
を
区
政
運

営
の
柱
に
し
て
掲
げ
て
お
り
、
子

育
て
や
教
育
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
る
よ
う
、
対
応
し
て
い
く
。

　
区
長
の
行
政
報
告
の
中
で
、
今

後
の
財
政
見
通
し
は
大
変
厳
し
く
、

財
政
的
な
非
常
事
態
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。

①
区
長
就
任
後
、
自
身
に
都
合
の

良
い
解
釈
で
一
方
的
に
財
政
規
律

を
緩
め
、
基
準
と
な
る
一
般
財
源

規
模
を
増
や
し
、
区
政
の
放
漫
経

営
と
と
ら
れ
か
ね
な
い
歳
出
を
繰

り
返
し
て
き
た
こ
と
が
原
因
で
は

な
い
か
。
②
財
政
危
機
を
理
由
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
削
減
し
て
い
く

提
案
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
区

民
に
痛
み
を
伴
う
改
革
を
押
し
つ

け
る
前
に
、
区
政
運
営
を
総
括
し
、

身
を
切
る
改
革
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。
③
教
育
関
連
予

算
が
一
律
削
減
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
教
育
環
境
に
悪
影
響
が
出
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
今
後
の
財

政
見
通
し
を
踏
ま
え
て
子
ど
も
や

教
育
に
関
す
る
施
策
の
充
実
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
つ
も
り
か
。

④
子
育
て
先
進
区
を
区
政
の
柱
に

位
置
づ
け
推
進
し
て
い
く
と
言
わ

れ
続
け
て
い
た
が
、
結
果
を
出
せ

ず
、
他
自
治
体
の
取
り
組
み
に
大

き
く
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
の
で
は
。

①
既
存
の
計
画
で
あ

る
新
体
育
館
建
設
な
ど
の
大
規
模

な
計
画
に
対
す
る
出
費
が
大
き
く
、

財
政
規
律
を
緩
め
た
か
ら
で
は
な

い
。
②
区
の
内
部
管
理
事
務
、
組

織
な
ど
の
行
政
側
に
あ
る
ム
ダ
・

ム
ラ
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
、

優
先
課
題
で
あ
る
。
そ
の
中
で
区

民
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
多
少
の
影

響
も
あ
る
と
思
う
が
、
最
小
限
に

と
ど
め
て
い
く
決
意
で
あ
る
。
③

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
、
校

自
由
民
主
党
議
員
団

い
で
い

　良
輔

厳
し
い
財
政
状
況
を
打
破
す
る

　
　
　
　
　
　
政
治
姿
勢
を
示
せ

学
習
支
援
を
拡
充
せ
よ

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

区
民
活
動
支
援
を
推
進
せ
よ

中野区立美鳩小学校の新校舎が完成し、９月３日（木）に
内覧会が行われました。

美
鳩
小
学
校
新
校
舎 

内
覧
会

（
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　）

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　       ）
（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　       ）
（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　       ）
（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　       ）
（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　       ）
（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　       ）

区議会だよりへのご意見、
　ご要望などは、区議会事務局まで
〒１６４−８５０１　中野区中野４−８−１
　電　話　０３−３２２８−５５８５
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付
ま
で
２
ヶ
月
程
度
の
期
間
を
要

し
て
お
り
、
窓
口
の
増
加
等
、
供

給
体
制
を
強
化
す
べ
き
で
は
。
②

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
た

め
の
登
録
受
付
を
開
始
し
た
が
、

制
度
の
メ
リ
ッ
ト
の
周
知
と
設
定

の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
は
な
い
か
。

①
適
切
な
体
制
を
組

み
、
円
滑
な
交
付
に
努
め
た
い
。

②
初
回
登
録
申
込
方
法
の
周
知
や

手
続
き
の
支
援
に
取
り
組
み
た
い
。

　
①
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う

な
課
題
を
与
え
た
の
か
。
②
中
野

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
お
い

て
、
密
を
避
け
る
な
ど
の
観
点
か

ら
整
備
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

③
区
役
所
新
庁
舎
な
ど
に
お
け
る

働
き
方
や
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
・
推
進
の
取
組
は
ど
う
か
。
④

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改

定
等
に
お
い
て
、
改
定
後
の
中
野

区
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

①
新
し
い
生
活
様
式

へ
の
対
応
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。
②
歩

行
空
間
の
確
保
や
動
線
整
備
を
行

う
。
③
柔
軟
な
働
き
方
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
が
で
き
る
職
場
環
境
を
整
備

す
る
。
④
中
野
区
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
踏
ま
え
浸
水
被
害
の
軽
減
対

策
の
推
進
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
や
、

子
育
て
、
見
守
り
、
産
業
支
援
、

業
務
効
率
化
等
の
課
題
を
設
定
し

た
上
で
、
新
技
術
を
活
用
し
た
社

会
実
装
の
事
業
を
推
進
す
る
体
制

を
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

先
進
自
治
体
で
実
施

し
て
い
る
、
官
民
連
携
し
て
実
装

を
図
る
仕
組
み
の
検
討
を
し
た
い
。

　
①
申
請
件
数
増
加
に
伴
い
、
交

　
昨
年
の
被
害
は
94
件
。
総
額
約

２
億
１
千
万
円
、
１
件
約
２
２
３

万
４
千
円
と
、
実
態
に
驚
く
。
①

平
成
29
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
自

動
通
話
録
音
機
貸
出
事
業
の
評
判

・
評
価
等
は
。
②
独
自
の
取
組
は
。

①
設
置
世
帯
に
被
害

は
な
く
、
効
果
は
高
い
と
認
識
し

て
い
る
。
②
警
察
と
協
定
を
結
び
、

ア
ポ
電
被
害
の
多
発
場
所
付
近
で

集
中
的
に
広
報
す
る
等
強
化
し
た
。

　
感
染
者
が
普
通
の
生
活
に
戻
れ

る
割
合
・
年
齢
が
非
公
開
な
点
、

都
資
料
で
も
患
者
の
死
亡
理
由
・

原
因
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
点
か

ら
、
情
報
不
足
の
感
が
あ
る
。
区

の
重
要
情
報
開
示
の
考
え
方
は
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

に
配
慮
し
た
公
表
を
行
っ
て
い
る
。

感
染
動
向
か
ら
、
適
宜
見
直
し
し
、

適
切
な
情
報
発
信
を
行
い
た
い
。

　
「
意
思
決
定
の
過
程
に
あ
る
か

ら
」
と
、
８
月
21
日
の
教
育
委
員

会
議
事
が
非
公
開
に
さ
れ
た
。
教

委
は
、
意
思
決
定
機
関
な
の
に
そ

の
理
由
は
お
か
し
い
の
で
は
。

今
回
の
審
議
案
件
は
、

意
思
決
定
の
過
程
に
あ
り
、
審
議

に
お
い
て
自
由
な
意
見
表
明
が
妨

げ
ら
れ
る
な
ど
、
公
平
中
立
な
意

思
決
定
に
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
非
公
開
と
し
た
。

　
保
育
園
募
集
要
項
に
、「
書
類

不
備
は
選
考
対
象
と
し
な
い
。
不

足
が
あ
っ
て
も
連
絡
し
な
い
。」

旨
の
文
言
が
あ
っ
た
。
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

区
の
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ

に
、「
申

請
書
類
に
不
足
等
が
あ
る
場
合
は
、

提
出
期
限
ま
で
に
ご
提
出
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
て
い
ま
す
」

と
の
補
足
説
明
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
多
く
の
区
民
に
と
っ
て
不
急
と

い
え
る
新
庁
舎
整
備
と
、
そ
れ
に

連
動
す
る
、
中
野
駅
新
北
口
駅
前

エ
リ
ア
の
再
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
見
直
す
こ
と
な
く
優
先
し
て
進

め
る
、
区
の
判
断
に
疑
問
を
感
じ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
庁
舎

の
建
て
替
え
や
北
口
の
再
開
発
で

は
な
く
、
区
民
の
命
と
生
活
を
守

る
た
め
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
強

化
と
、
で
き
る
だ
け
庁
舎
へ
来
な

く
て
済
む
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
に
対
し
て
税
金
や
マ
ン
パ
ワ

ー
を
最
優
先
に
配
分
す
べ
き
で
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
区
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

も
引
き
続
き
局
面
に
応
じ
て
対
策

を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
区
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
や
業
務
の
効
率
化

を
図
る
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
に
つ
い

て
も
着
実
に
進
め
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
を

　
①
自
粛
下
で
６
月
の
児
童
虐
待

新
規
受
理
件
数
が
前
年
の
67
件
か

ら
１
１
９
件
に
増
え
た
。
医
療
・

社
会
・
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
と
許
容

可
能
な
リ
ス
ク
を
考
え
、
安
心
し

て
前
向
き
に
暮
ら
し
、
働
け
る
状

況
作
り
が
必
要
で
は
。
②
ウ
イ
ル

ス
の
「
東
京
・
埼
玉
型
」、
「
武

漢
ウ
イ
ル
ス
」
等
の
呼
称
や
、
夜

の
繁
華
街
等
の
感
染
経
路
が
差
別

や
犯
人
捜
し
に
繋つ

な

が
ら
な
い
よ
う

に
し
、
誤
情
報
や
不
安
を
払ふ

っ
し
ょ
く拭

す

る
情
報
発
信
が
必
要
で
は
。

①
支
援
策
を
講
じ
て

い
る
。
②
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
た
情
報
の
公
表
を
行
っ
て
い
る
。

　
同
性
カ
ッ
プ
ル
や
事
実
婚
カ
ッ

プ
ル
も
遺
族
支
援
金
や
、
弁
護
士

費
用
助
成
な
ど
の
対
象
で
あ
る
こ

と
の
周
知
が
必
要
で
は
な
い
か
。

周
知
を
図
る
。

無
所
属

　立
石

　り
お

デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
を
推
進
し

　
　
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
せ
よ

無
所
属

　い
な
が
き

　じ
ゅ
ん
子

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
優
先
せ
よ

無
所
属

　吉
田
　康
一
郎

武
漢
ウ
イ
ル
ス
（
新
型
コ
ロ
ナ
）

対
策
に
つ
い
て
問
う

中野区議会定例会
（一般質問）をテレビ
放送しています

　中野区議会では、J:COM
チャンネル中野で、議会のテ
レビ放送を行っています。内
容は、各議員の一般質問など
の録画放送です。
　放送予定などは、決まり次
第、中野区議会ホームページ
に掲載します。
　ぜひ、ご覧ください。

中野区議会定例会を
インターネットで
ご覧いただけます

　中野区議会のホームページ
から、定例会の様子をイン
ターネットで録画配信してい
ます。
　ぜひ、ご覧ください。

　中野区議会ホームページの
キッズページでは、議会のし
くみをわかりやすく説明して
います。ホームページの「わ
たしたちの中野区議会」の中
に掲載しています。どうぞご
利用ください。

中野区議会ホームページＵＲＬ

https://kugikai-nakano.jp/

 【問合せ】区議会事務局
（ 電話03−3228−5585）

みんなでみてね
「わたしたちの　　
　　　中野区議会」
キッズページ

　
墨
田
区
は
、「
自
治
体
が
個
人

情
報
に
配
慮
し
つ
つ
正
確
な
情
報

を
開
示
す
る
方
が
、
感
染
防
止
対

策
の
上
で
も
人
権
上
も
効
果
が
あ

る
」
と
し
て
情
報
公
開
し
て
い
る
。

墨
田
区
を
参
考
に
、
現
在
未
公
開

の
①
陽
性
者
の
属
性
一
覧
②
入

院
・
宿
泊
・
自
宅
療
養
中
の
人
数
、

退
院
等
治
癒
人
数
、
死
亡
者
数
③

施
設
の
実
名
・
所
在
地
・
運
営
者

名
の
公
開
も
視
野
に
、
正
確
な
公

開
の
在
り
方
を
検
討
し
て
は
。

　
①
障
が
い
者
が
い
る
家
庭
に
お

い
て
、
同
居
す
る
家
族
が
新
型
コ

ロ
ナ
に
感
染
し
て
し
ま
い
、
障
が

い
者
が
一
人
に
な
っ
て
し
ま
う
場

合
や
介
護
で
き
な
い
家
族
と
残
さ

れ
て
し
ま
う
場
合
、
区
は
ど
の
よ

う
な
支
援
を
し
て
い
く
の
か
。
②

区
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
今
後

悪
化
す
る
財
政
状
況
に
鑑か

ん
が

み
、
区

有
施
設
の
改
築
・
改
修
の
計
画
を

見
直
し
て
い
る
。
な
ぜ
区
役
所
新

庁
舎
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
見

公
表
の
考
え
方
は
、

必
要
に
応
じ
て
適
宜
見
直
す
。

　
本
年
７
月
に
「
中
野
区
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
削
減
指
針
」
が
発
表
さ
れ

た
。
区
役
所
内
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

飲
料
の
自
販
機
を
撤
去
し
、
マ
イ

ボ
ト
ル
用
給
水
機
を
設
置
し
て
は
。

検
討
し
た
い
。

直
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
進
め
る
の
か
。

納
得
で
き
る
理
由
が
あ
る
の
か
。

①
支
援
に
つ
い
て
関

係
事
業
所
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
を
行
い
、
支
援
の
具
体
化
に
向

け
て
調
整
を
図
る
。
②
現
庁
舎
は
、

老
朽
化
な
ど
に
よ
り
災
害
応
急
活

動
を
行
う
た
め
の
性
能
が
十
分
で

な
く
、
ま
た
、
窓
口
等
が
不
足
し

て
い
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

計
画
ど
お
り
整
備
を
し
て
い
く
。

犯
罪
被
害
者
支
援
を
周
知
せ
よ

無
所
属

　石
坂
　わ
た
る

０ゼ
ロ

リ
ス
ク
で
な
く
と
も
、
安
心
で

き
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
進
め
よ

教
育
委
員
会
定
例
会
の非公

開
を
問
う

無
所
属

　小
宮
山

　た
か
し

保
育
所
等
の
ご
あ
ん
な
い
を
問
う

特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然
に
防
げ

無
所
属

　む
と
う

　有
子

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
関
連
の
情
報
を

分
か
り
や
す
く
正
確
に
公
開
せ
よ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
の
自
動
販
売

機
の
撤
去
と
給
水
機
の
設
置
を

スマホやタブレットで
なかの区議会だよりが
読めます

（J04 ༻）

（ΞϯυϩΠυ
　༻）

無
所
属

　竹
村
　あ
き
ひ
ろ

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
の
公
表
は

安
心
で
き
る
情
報
を
開
示
せ
よ

無
所
属

　近
藤
　さ
え
子

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

区
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
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き
、
支
援
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

他
自
治
体
の
取
り
組
み
等
を

考
慮
し
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問

国
や
都
の
給
付
金
、
補
助
金

等
の
支
援
終
了
後
は
、
区
が
代
わ

り
地
域
経
済
を
支
え
る
べ
き
で
は
。

答

地
域
経
済
の
現
状
と
区
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
取
り
組
み
た
い
。

問

現
状
よ
り
も
区
内
事
業
者
の

受
注
機
会
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

答

区
内
事
業
者
を
優
先
し
た
入

札
制
度
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

問

区
内
事
業
者
制
限
の
価
格
を

変
更
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

問

我
が
会
派
は
、
平
成
30
年
度

決
算
時
か
ら
、
確
か
な
財
政
見
通

し
と
資
金
計
画
等
を
求
め
て
き
た
。

今
年
度
予
算
編
成
時
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
が
あ
る
中
、
財
務
規
律

の
緩
み
も
指
摘
し
た
が
、
見
解
は
。

答

新
規
・
拡
充
事
業
に
お
い
て

は
、
既
存
事
業
の
整
理
等
を
着
実

に
行
い
、
財
源
確
保
を
徹
底
す
る
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
危
機
の
中
、

早
急
に
薬
剤
師
会
や
柔
道
整
復
師

会
等
、
医
療
関
係
団
体
の
声
を
聞

確
か
な
財
政
規
律

関
係
団
体
へ
の
支
援

地
域
経
済
の
支
援

一般会計歳入歳出決算に
対する付帯意見

令和
元年度

総括質疑
決算特別委員会
　決算特別委員会では、9月
16日、17日、18日、23日
の4日間、22人の委員が決
算全般について質疑を行い
ました。

・新区役所整備をはじめ、様々な業
　務委託についてはその成果を明確
　に示し、検証されたい。

答

検
討
し
た
い
。

問

商
店
街
や
民
間
事
業
者
等
と

連
携
し
た
取
組
内
容
は
何
か
。

答

東
京
都
の
商
店
街
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
導
入
モ
デ
ル
事
業
や
、
飲

食
店
の
デ
リ
バ
リ
ー
、
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
事
業
へ
の
支
援
で
あ
る
。

問

区
長
は
、
行
政
側
に
あ
る
無

駄
・
む
ら
を
な
く
し
て
い
く
こ
と

が
優
先
的
課
題
と
述
べ
た
が
、
具

体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答

区
の
事
務
や
組
織
体
制
に
、

人
・
物
・
金
・
時
間
・
情
報
等
の

経
営
資
源
が
、
適
切
に
配
分
さ
れ

ず
発
生
し
て
い
る
と
捉と

ら

え
て
い
る
。

問

行
政
の
効
率
化
で
は
な
く
、

区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
必
要
で
あ
る
。
基
盤

と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
は
普
及
と
活
用

の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
や
専
門
家
の
活
用
等
、

積
極
的
に
推
進
し
て
は
。

答

専
門
的
知
見
の
あ
る
外
部
人

材
活
用
や
体
制
整
備
を
行
い
、
区

政
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
た
区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

向
け
、
全
庁
的
に
取
り
組
み
た
い
。

問

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
利

用
者
の
感
染
情
報
に
つ
い
て
、
事

業
者
間
で
の
情
報
共
有
が
う
ま
く

行
わ
れ
て
い
な
い
と
聞
く
。
事
業

者
の
負
担
に
な
ら
な
い
程
度
で
ル

ー
ル
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

答

事
業
者
か
ら
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
等
関
連
事
業
所
へ
の
連
絡
の
徹

底
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
整
理

し
、
事
業
者
へ
の
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問

近
年
の
水
害
で
は
、
特
に
高

齢
者
施
設
で
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
い
る
。
地
域
防
災
計
画
に
指

定
さ
れ
て
い
な
い
浸
水
想
定
区
域

の
高
齢
者
施
設
に
つ
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
の
か
。

答

未
指
定
の
高
齢
者
施
設
を
把

握
す
る
た
め
調
査
を
進
め
て
い
る
。

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
改
正
を
予

定
し
て
い
る
地
域
防
災
計
画
で
新

た
に
指
定
し
、
避
難
確
保
対
策
の

推
進
支
援
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
仮
置
場
、
仕

分
け
場
所
、
廃
棄
物
処
理
の
流
れ

を
明
確
に
す
べ
き
で
は
。

答

仮
置
場
の
候
補
地
を
記
載
す

る
か
ど
う
か
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。
廃
棄
物
処
理
の
基
本
的

な
流
れ
を
、
フ
ロ
ー
図
等
で
記
載

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問

仮
置
き
場
は
発
災
時
に
決
め

ら
れ
て
い
な
い
と
、
地
域
の
理
解

が
必
要
と
な
り
大
き
な
問
題
と
な

る
。
事
前
に
決
め
て
、
計
画
の
概

要
版
を
作
成
し
、
地
域
の
理
解
を

進
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

答

事
前
の
周
知
、
啓
発
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。
計
画
の
策
定
と

と
も
に
、
概
要
版
を
策
定
し
た
い
。

問

福
岡
県
宗
像
市
で
は
基
金
２

２
１
億
円
に
対
し
４
億
円
の
運
用

益
が
あ
る
。
区
の
基
金
６
１
３
億

円
に
対
し
て
運
用
益
は
３
４
６
４

万
円
で
あ
っ
た
。
こ
こ
数
年
、
基

金
残
高
が
増
え
て
い
る
一
方
、
運

用
益
は
減
少
し
て
い
る
。
見
解
は
。

答

金
利
が
低
く
運
用
益
が
減
少

し
て
い
る
。
今
後
も
、
安
全
か
つ

最
も
有
利
な
基
金
の
運
用
を
行
う
。

問

収
入
率
は
23
区
中
22
位
で
あ

る
。
現
年
分
収
入
率
の
向
上
に
注

力
し
、
滞
納
繰
越
分
の
圧
縮
が
、

全
体
の
収
入
率
向
上
に
つ
な
が
る
。

こ
れ
ま
で
要
望
し
た
シ
ョ
ー
ト
メ

ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
、
財

産
調
査
の
強
化
な
ど
の
効
果
は
。

答

収
入
率
の
増
加
率
は
23
区
中

３
位
と
効
果
が
出
て
い
る
。

問

突
然
、
本
郷
小
と
桃
園
第
二

小
の
改
築
に
係
る
基
本
設
計
・
実

施
設
計
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
は
遺

憾
で
あ
る
。
今
後
の
予
定
は
。

答

来
年
８
月
に
策
定
す
る
区
有

施
設
整
備
計
画
で
明
ら
か
に
す
る
。

問

中
野
東
中
学
校
（
旧
第
三
中

学
校
）
の
跡
地
は
、
都
立
中
野
特

別
支
援
学
校
の
建
替
え
の
仮
校
舎

と
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
は
都

と
連
携
を
図
り
、
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

答

関
係
機
関
と
適
宜
情
報
共
有
、

意
見
交
換
し
、
対
応
し
て
い
く
。

問

本
格
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
、

教
育
現
場
で
初
の
取
組
と
な
る
。

各
学
校
、
教
員
に
よ
り
、
格
差
が

生
ま
れ
な
い
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

各
学
校
に
１
名
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

を
配
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

教
育
委
員
会
等
に
配
置
を
し

て
、
派
遣
し
た
い
。

民
間
事
業
者
等
と
の
連
携

行
政
改
革
の
取
り
組
み

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

基
金
（
貯
金
）
運
用
益

特
別
区
民
税
の
徴
収
対
策

桃
園
第
二
小
学
校
の
建
替
え

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

防
災
対
策

東
中
野
駅
東
口
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

自
由
民
主
党
議
員
団

　内
川

　和
久

立
憲
民
主
党
・
無
所
属
議
員
団

酒
井
　た
く
や

公
明
党
議
員
団

　木
村

　広
一

決 を う算 問

３密を避けた決算特別委員会の様子

【問合せ】区議会事務局
（電話 03ー 3228ー 5585）

　区議会だよりは、各戸配布
により区民のみなさまのお
手元にお届けしています。
　また、区施設や駅の広報ス
タンドなどでも手に入れる
ことができます。ご利用くだ
さい。

「区議会だより」は
各戸配布
しています
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答

国
や
都
の
見
解
や
動
向
を
踏

ま
え
、
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

問

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
、

高
齢
者
が
利
用
す
る
施
設
で
、
無

症
状
者
も
含
め
た
定
期
的
な
検
査

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
。

答

陽
性
時
の
事
業
継
続
の
問
題

等
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
慎
重

に
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

鷺
宮
西
住
宅
の
建
て
替
え

問

建
て
替
え
は
可
能
か
。

答

開
発
許
可
を
得
る
に
は
６
・

５
ｍ
以
上
の
接
道
が
必
要
と
な
り
、

難
し
い
状
況
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
他
に
建
て
替
え
が
で
き
る
方

法
は
な
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

西
武
新
宿
線
連
続
立
体
交
差

事
業
と
切
り
離
し
て
考
え
て
は
。

答

必
ず
し
も
連
立
事
業
と
一
緒

に
進
め
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

問

区
と
Ｊ
Ｋ
Ｋ
で
建
て
替
え
可

能
な
時
期
・
方
策
を
協
議
し
て
は
。

答

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

環
境
基
本
計
画

問

パ
リ
協
定
は
、
世
界
的
な
平

均
気
温
の
上
昇
を
産
業
革
命
以
前

か
ら
２
度
未
満
と
し
、
１
・
５
度

に
近
づ
け
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

当
目
標
と
区
目
標
と
の
整
合
性
は
。

答

国
目
標
と
の
整
合
性
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

区
目
標
は
１
・
５
度
未
満
に

抑
制
す
る
目
標
に
見
合
う
の
か
。

答

適
切
な
目
標
を
設
定
し
た
い
。

問

Ｃ
Ｏ
２
排
出
が
少
な
い
電
力

に
切
り
替
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ

ト
が
重
要
だ
が
、
区
の
認
識
は
。

答

大
変
重
要
だ
と
考
え
る
。

問

Ｃ
Ｏ
２
排
出
係
数
ゼ
ロ
の
電

力
へ
の
切
り
替
え
を
大
規
模
な
戦

略
・
目
標
を
も
っ
て
進
め
て
は
。

答

家
庭
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
促
進
等
、
戦
略
的
に

排
出
量
を
削
減
し
て
い
き
た
い
。

令
和
元
年
度
決
算

問

起
債
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

一
つ
の
基
準
と
し
て
、
公
債
費
負

担
比
率
10
％
以
下
が
あ
り
、
更
に

そ
の
年
の
税
収
の
状
況
に
も
よ
る
。

一
方
で
、
予
算
編
成
時
の
財
政
運

営
の
考
え
方
が
あ
る
が
、
起
債
を

と
り
や
め
た
事
実
と
乖か

い
り離

し
て
い

る
。
基
準
は
あ
る
の
か
。

答

公
債
費
負
担
比
率
の
中
野
区

方
式
を
概お

お
む

ね
10
％
以
内
に
収
め
る

こ
と
を
一
つ
の
指
標
と
し
て
い
る
。

問

起
債
を
活
用
せ
ず
、
基
金
を

取
り
崩
し
た
。
当
初
の
方
針
と
は

１
８
０
度
変
わ
る
結
果
と
な
っ
た

が
、
基
金
と
起
債
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答

多
額
な
費
用
が
必
要
な
施
設

建
設
は
、
基
金
と
起
債
を
計
画
的

に
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問

10
年
間
の
財
政
フ
レ
ー
ム
が

示
さ
れ
た
。
財
政
フ
レ
ー
ム
は
中

長
期
的
な
財
源
の
裏
づ
け
を
す
る

重
要
な
試
算
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
財
政
状

況
が
見
込
ま
れ
る
中
、
先
を
見
通

し
計
画
策
定
に
臨
ん
で
ほ
し
い
。

計
画
倒
れ
と
な
ら
な
い
試
算
を
し

て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答

適
切
な
財
政
フ
レ
ー
ム
と
な

る
よ
う
に
様
々
な
情
報
を
収
集
し

て
、
推
計
し
て
い
き
た
い
。

Ｉ
Ｔ
施
策

問

昨
年
12
月
の
シ
ス
テ
ム
障
害

で
各
シ
ス
テ
ム
の
２
次
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
が
取
れ
て
い
た
ら
す
ぐ
に
復

元
で
き
た
は
ず
で
あ
り
、
デ
ー
タ

の
保
全
に
関
し
て
は
区
に
も
責
任

が
あ
る
と
考
え
る
。
２
次
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
機
能
の
把
握
は
し
て
い
た

の
か
。

答

も
と
も
と
庁
内
設
置
の
統
合

仮
想
サ
ー
バ
ー
で
２
次
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
行
っ
て
い
た
が
、
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
移
設
を
機
に
行
わ
な
く

な
っ
た
。

問

再
発
防
止
策
に
、
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
の
管
理
等
に
使
用
す
る
サ
ー

バ
ー
を
独
立
し
た
領
域
に
作
成
し
、

障
害
復
旧
が
確
実
に
行
え
る
よ
う

に
す
る
と
あ
る
が
、
現
時
点
で
決

ま
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

答

管
理
領
域
を
別
の
領
域
に
取

り
、
障
害
の
影
響
を
回
避
す
る
措

置
を
、
事
業
者
が
行
う
。

問

そ
の
対
応
に
よ
り
、
区
が
費

用
負
担
す
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

答

区
の
負
担
は
な
い
。

答

機
を
逸
せ
ず
、
効
果
的
な
政

策
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
る
。

問

議
会
で
適
切
に
審
議
す
る
た

め
の
適
時
適
切
な
情
報
提
供
、
丁

寧
な
説
明
、
意
見
交
換
を
十
分
に

行
い
、
区
政
の
充
実
を
図
る
と
い

う
考
え
は
変
わ
ら
な
い
か
。

答

変
わ
っ
て
い
な
い
。

問

職
員
に
対
し
て
も
首
長
の
考

え
や
行
動
等
を
伝
え
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。
議
会
は
も
ち
ろ

ん
職
員
と
の
連
携
、
意
思
の
疎
通

も
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
。

答

決
定
し
た
政
策
は
確
実
、
迅

速
に
区
民
生
活
に
生
か
せ
る
よ
う

的
確
に
指
示
を
し
て
お
り
、
組
織

内
の
意
思
疎
通
に
一
層
留
意
す
る
。

い
直
接
の
担
当
者
が
出
席
し
た
。

問

独
立
し
た
組
織
と
し
て
、
危

機
管
理
部
が
必
要
で
は
。

答

必
要
性
を
検
討
す
る
。

問

区
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

な
い
と
し
な
が
ら
、
行
政
報
告
で

は
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
と
言
っ

て
い
る
。
基
金
は
取
り
崩
さ
な
い

の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

答

今
年
度
の
財
政
調
整
交
付
金

が
減
額
に
な
り
歳
入
不
足
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
対
応
を
想
定
し
て
い
る
。

議
会
と
執
行
機
関
の
関
係

問

平
成
31
年
度
か
ら
先
議
に
よ

る
審
議
が
多
い
の
は
な
ぜ
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応

問

危
機
管
理
対
策
本
部
を
一
番

に
設
置
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答

早
急
に
防
疫
業
務
を
実
施
す

る
た
め
、
健
康
危
機
管
理
対
策
本

部
を
先
に
設
置
し
た
。

問

保
健
所
に
対
し
な
ぜ
全
庁
で

応
援
態
勢
を
組
ま
な
か
っ
た
の
か
。

答

兼
務
発
令
や
人
材
派
遣
、
都

か
ら
の
派
遣
等
を
活
用
し
た
。

問

国
か
ら
自
治
体
へ
の
支
援
を

把
握
す
る
た
め
の
、
厚
生
労
働
大

臣
政
務
官
と
の
保
健
所
業
務
支
援

に
関
す
る
意
見
交
換
会
に
、
区
長

が
出
席
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答

所
用
が
あ
り
、
業
務
に
詳
し

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

問

新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
を
抑
え
る

う
え
で
重
要
な
検
査
だ
が
、
現
在
、

中
野
区
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
の

検
査
能
力
は
ど
の
程
度
な
の
か
。

答

最
大
、
週
３
０
０
件
で
あ
る
。

問

１
日
当
た
り
の
区
内
の
検
査

能
力
の
拡
充
目
標
は
ど
の
程
度
か
。

答

都
医
師
会
と
同
様
、
人
口
１

万
人
に
つ
き
１
か
所
の
医
療
機
関

で
検
査
を
実
施
す
る
目
標
で
あ
る
。

問

区
長
が
示
し
た
検
査
拡
充
の

方
向
性
は
重
要
で
あ
る
。
現
在
、

濃
厚
接
触
者
等
、
医
師
が
必
要
と

認
め
た
人
が
検
査
を
受
け
ら
れ
る

が
、
こ
の
基
準
を
変
え
る
の
か
。

答

基
準
は
標
準
化
さ
れ
て
お
り
、

独
自
基
準
を
定
め
る
考
え
は
な
い
。

問

無
症
状
者
か
ら
感
染
が
広
が

っ
て
い
る
危
険
性
が
あ
る
。
防
疫

目
的
で
大
規
模
な
検
査
を
し
て
は
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

問

一
般
財
源
を
投
入
し
て
で
も
、

今
、
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

答

実
施
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

既
存
事
業
の
再
編
・
見
直
し

問

大
規
模
事
業
の
再
編
・
見
直

し
が
で
き
ず
、
基
金
取
崩
し
を
続

け
る
と
、
尽
き
る
の
は
何
年
度
か
。

答

令
和
５
年
度
に
財
政
調
整
基

金
の
年
度
間
調
整
分
は
尽
き
る
。

問

数
億
円
単
位
の
事
業
の
再
編
、

見
直
し
の
検
討
は
し
て
い
る
か
。

答

影
響
が
大
き
い
た
め
、
慎
重

に
方
向
性
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

税
外
収
入
を
稼
ぐ
自
治
体
経
営

問

様
々
な
税
外
収
入
の
ア
イ
デ

ア
を
実
現
す
る
た
め
に
、
新
た
な

部
署
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

新
庁
舎
整
備

問

新
庁
舎
整
備
に
お
け
る
起
債

及
び
元
利
償
還
金
の
額
は
。

答

起
債
額
１
４
１
億
円
、
元
利

償
還
金
額
１
６
３
億
円
で
あ
る
。

問

新
庁
舎
整
備
計
画
を
一
旦
止

め
て
は
ど
う
か
。

答

計
画
ど
お
り
進
め
る
考
え
で

あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
基
盤
整
備

問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
、
都
の
補

助
金
の
補
助
期
間
が
終
了
し
た
後

も
必
要
と
考
え
る
か
。

答

配
置
で
き
て
い
な
い
学
校
が

あ
り
、
引
き
続
き
必
要
で
あ
る
。

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

制
度
を
導
入
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
確
保
し
て
は
。

答

現
在
、
課
題
や
導
入
に
向
け

た
検
討
手
順
の
整
理
を
し
て
い
る
。

神
田
川
の
護
岸
整
備
事
業

問

都
の
工
事
で
は
あ
る
が
、
本

郷
橋
の
完
了
後
は
寿
橋
へ
の
着
手

が
想
定
さ
れ
、
素
早
い
情
報
提
供

に
努
め
ら
れ
た
い
。
現
在
区
が
把

握
し
て
い
る
工
事
内
容
は
。

答

都
か
ら
、
寿
橋
は
架
け
替
え

工
事
中
通
行
止
め
に
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
迂う

か
い回

で
き
る
仮
橋
整
備

を
検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

児
童
虐
待
防
止
対
策

問

昨
年
４
月
に
都
の
性
教
育
の

手
引
き
が
改
訂
さ
れ
、
中
野
東
中

学
校
で
都
の
モ
デ
ル
授
業
が
実
施

さ
れ
た
。
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

答

性
に
関
す
る
知
識
を
高
め
、

生
活
に
直
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い

て
も
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

問

こ
う
し
た
モ
デ
ル
授
業
を
区

内
全
体
に
広
げ
て
い
く
べ
き
で
は
。

答

各
校
に
お
け
る
状
況
を
踏
ま

え
、
性
教
育
を
含
め
た
命
の
授
業

の
実
施
に
つ
い
て
働
き
か
け
る
。

問

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
を
大

切
に
す
る
こ
と
を
全
て
の
保
育
園

や
幼
稚
園
で
教
え
て
は
ど
う
か
。

答

健
康
教
育
の
一
環
や
生
活
指

導
の
中
で
教
え
て
い
る
園
も
あ
る
。

今
後
も
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
。

令
和
元
年
度
決
算

問

収
入
未
済
額
の
う
ち
、
特
別

区
民
税
現
年
課
税
分
は
５
億
９
３

６
９
万
３
千
円
、
滞
納
繰
越
分
も

６
億
７
９
７
２
万
５
千
円
に
増
え

た
が
理
由
は
。
ま
た
、
現
年
度
分

も
少
額
案
件
が
増
え
た
が
対
策
は
。

答

滞
納
額
30
万
円
未
満
の
滞
納

者
が
増
加
し
た
こ
と
等
で
あ
る
。

対
策
は
、
督
促
状
・
催
告
書
の
送

付
に
併
せ
、
携
帯
電
話
に
納
付
案

内
や
納
付
相
談
の
メ
ー
ル
を
送
信

す
る
等
し
て
い
る
。

問

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
毎
年
１
事
業
の
み

の
導
入
で
あ
る
。
他
自
治
体
の
事

例
も
見
つ
つ
効
果
が
あ
れ
ば
、
複

数
の
事
業
で
採
用
す
べ
き
で
は
。

答

適
切
な
業
務
を
見
極
め
、
導

入
に
向
け
計
画
化
を
図
っ
て
い
く
。

日
本
共
産
党
議
員
団

羽
鳥

　だ
い
す
け

自
由
民
主
党
議
員
団

高
橋

　ち
あ
き

公
明
党
議
員
団日

野
　た
か
し

立
憲
民
主
党
・
無
所
属
議
員
団

中
村
　延
子

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
中
野
区
議
団

渡
辺
　た
け
し

区議会各会派のＥメールアドレス
自 由 民 主 党 議 員 団
立憲民主党・無所属議員団
公 明 党 議 員 団
日 本 共 産 党 議 員 団
都民ファーストの会中野区議団

j imintou .nakanokugikai@mbn.nif ty.com
info@rikken -nakano.tv
kugidan@nakano -komei.net
jcp.nakanokugidan@mbn.nif ty.com
tomin1st .nakano@mbr.nif ty.com
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問

学
習
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、

学
習
支
援
体
制
の
整
備
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

学
習
権
も
最
大
限
保
障
す
る

べ
き
で
あ
り
、
学
習
支
援
の
時
間

を
設
け
、
学
習
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
や
能

力
に
適
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問

児
童
在
籍
校
や
教
育
委
員
会

と
児
童
相
談
所
が
連
携
し
て
は
。

答

ど
の
よ
う
な
連
携
が
可
能
か

検
討
を
進
め
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
へ
の
支
援

問

学
習
進
度
の
差
や
、
家
庭
で

の
学
習
援
助
の
差
が
出
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
本
当
に
学
力
の

増
進
に
つ
な
が
る
の
か
。

答

自
分
の
ペ
ー
ス
で
達
成
感
を

得
な
が
ら
学
習
で
き
る
。
差
が
生

じ
な
い
よ
う
、
保
護
者
と
の
意
思

疎
通
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

へ
の
技
術
指
導
等
を
進
め
た
い
。

問

個
別
最
適
化
教
育
の
名
の
下
、

集
団
学
習
や
対
話
学
習
が
少
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答

対
面
学
習
に
時
間
的
余
裕
が

生
ま
れ
、
体
験
学
習
等
が
で
き
る
。

安
心
で
き
る
住
宅
の
確
保

問

居
住
支
援
協
議
会
に
お
い
て

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
の
確
保

に
向
け
た
協
議
と
推
進
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

検
討
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

問

あ
ん
し
ん
す
ま
い
パ
ッ
ク
の

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
変
更
を
検
討
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

安
否
確
認
の
手
法
等
、
契
約

者
の
生
活
支
援
に
つ
な
が
る
制
度

内
容
の
検
討
に
努
め
た
い
。

西
武
新
宿
線
連
続
立
体
交
差
事
業

問

施
行
期
間
が
６
年
延
伸
さ
れ

た
が
、
改
め
て
沿
線
住
民
へ
の
説

明
会
開
催
を
都
に
要
望
し
て
は
。

答

要
望
す
る
考
え
は
な
い
。

答

中
野
区
学
校
保
健
会
で
治
癒

証
明
を
取
得
す
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
も
含

め
、
取
り
扱
い
を
再
検
討
し
た
い
。

子
育
て
情
報
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用

問

子
育
て
世
代
と
親
和
性
の
高

い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
情
報
を
発
信
し
、

申
請
ま
で
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
。

答

今
年
度
中
に
情
報
発
信
を
開

始
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

手
続
き
へ
の
活
用
も
検
討
し
た
い
。

介
護
書
類
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

問

業
務
負
担
の
軽
減
が
介
護
の

質
を
高
め
る
。
介
護
事
業
者
へ
改

善
を
促
し
、
支
援
す
べ
き
で
は
。

答

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
支
援
も
含
め
た

業
務
の
効
率
化
を
進
め
た
い
。

所
は
、
近
隣
園
で
過
度
に
重
な
ら

な
い
よ
う
管
理
な
ど
必
要
で
は
。

答

合
同
避
難
訓
練
の
実
施
な
ど
、

重
複
し
て
も
混
乱
が
起
き
な
い
よ

う
指
導
し
た
い
。
新
規
開
設
に
よ

る
重
複
は
事
業
者
と
調
整
し
た
い
。

問

コ
ロ
ナ
禍
で
連
絡
を
密
に
取

れ
る
と
証
明
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
校

へ
の
欠
席
報
告
を
導
入
し
て
は
。

答

利
便
性
や
効
率
性
が
注
目
さ

れ
る
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
の
安

全
性
な
ど
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問

昨
冬
時
点
で
、
23
区
中
10
区

が
学
校
へ
提
出
不
要
と
し
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
治
癒
証
明
の
扱
い
は
。

校
舎
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
良

好
な
教
育
環
境
が
確
保
で
き
、
望

ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

子
ど
も
の
権
利
に
係
る
条
例

問

（
仮
称
）
子
ど
も
の
権
利
条

例
か
ら
子
ど
も
の
権
利
擁
護
に
係

る
条
例
へ
の
名
称
変
更
に
よ
り
、

子
ど
も
を
主
体
と
し
て
見
る
姿
勢

が
弱
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答

条
例
の
内
容
と
と
も
に
名
称

の
検
討
も
行
う
が
、
子
ど
も
を
主

体
と
し
て
捉と

ら

え
る
趣
旨
は
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
な
い
。

児
童
相
談
所
の
一
時
保
護
所

問

都
の
一
時
保
護
所
で
の
人
権

侵
害
が
報
じ
ら
れ
た
。
児
童
の
権

利
擁
護
に
つ
い
て
、
区
の
考
え
は
。

答

権
利
は
最
大
限
保
障
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
第
三
者
評
価
を
実

施
し
、
適
切
な
支
援
の
チ
ェ
ッ
ク

を
す
る
仕
組
み
や
、
一
時
保
護
さ

れ
た
児
童
が
意
見
を
表
明
で
き
る

仕
組
み
の
検
討
を
進
め
る
。

問

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使

用
さ
れ
る
地
域
に
偏
り
が
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
各
地
域
に

根
差
し
て
い
る
郵
便
局
を
販
売
場

所
と
す
る
こ
と
が
大
き
く
寄
与
す

る
と
考
え
る
。
区
の
見
解
は
。

答

郵
便
局
の
活
用
は
、
様
々
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
過
去
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
で
も
郵
便

局
を
販
売
場
所
と
し
た
。
今
後
の

実
施
に
当
た
っ
て
も
検
討
す
る
。

旧
第
九
中
学
校
の
整
備
・
再
利
用

問

旧
第
九
中
学
校
付
近
に
は
、

桃
園
第
二
小
学
校
、
谷
戸
小
学
校

な
ど
、
今
後
、
再
整
備
が
行
わ
れ

る
予
定
の
学
校
が
多
数
あ
る
。
こ

れ
ら
の
再
整
備
の
際
に
、
旧
第
九

中
学
校
を
代
替
校
舎
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
こ
と

が
、
費
用
の
縮
減
や
施
設
整
備
の

期
間
の
短
縮
に
大
き
く
寄
与
し
、

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

教
育
環
境
に
好
影
響
を
与
え
る
と

考
え
る
。
区
の
見
解
は
。

答

代
替
校
舎
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
整
備
期
間
を
大
幅
に
短

縮
で
き
る
。
仮
設
校
舎
が
不
要
に

な
れ
ば
整
備
に
要
す
る
費
用
の
縮

減
も
可
能
で
あ
り
、
小
中
学
校
施

設
整
備
計
画
の
推
進
に
も
資
す
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
仮
設
校
舎
を

設
置
す
る
場
合
と
比
較
し
、
代
替

区
内
事
業
者
へ
の
経
済
支
援
対
策

問

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で
重

要
な
の
は
、
消
費
者
の
購
買
意
欲

の
増
進
で
あ
る
。
現
在
、
各
自
治

体
で
議
論
さ
れ
て
い
る
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
区
の
見
解
は
。

答

現
在
、
実
施
に
つ
い
て
検
討

し
て
お
り
、
安
全
か
つ
簡
易
に
、

よ
り
多
く
の
方
に
行
き
渡
る
よ
う

な
販
売
方
法
と
し
、
特
に
苦
し
い

状
況
に
あ
る
業
種
へ
の
支
援
と
併

せ
、
区
内
消
費
の
喚
起
を
目
指
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
財
政
運
営

問

国
と
都
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
と
し
て
大
き
く
お
金
を
動
か
し

て
い
る
。
区
の
見
解
は
。

答

持
続
可
能
、
堅
実
な
財
政
運

営
に
よ
り
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問

お
困
り
の
方
に
手
を
差
し
伸

べ
、
将
来
的
効
率
化
と
持
続
的
成

長
で
、
新
し
い
時
代
を
迎
え
て
は
。

答

区
民
の
生
活
と
健
康
を
守
り

抜
く
こ
と
を
最
優
先
に
取
り
組
む
。

子
ど
も
の
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り

問

広
域
災
害
発
生
の
場
合
、
園

庭
の
な
い
保
育
園
の
一
時
的
待
避

各
部
一
律
事
業
費
２
割
カ
ッ
ト
と

の
こ
と
だ
が
、
各
部
で
異
な
る
削

減
努
力
の
中
、
ど
の
よ
う
に
一
律

の
基
準
に
収
め
る
の
か
。

答

予
算
編
成
方
針
に
の
っ
と
っ

て
い
る
か
、
企
画
部
で
確
認
を
し
、

精
査
を
行
う
。

構
造
改
革
の
推
進

問

経
常
経
費
の
削
減
目
標
額
２

割
の
実
現
の
た
め
に
、
区
長
が
覚

悟
と
と
も
に
大
変
な
決
断
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

全
事
業
に
つ
い
て
、
効
果
と

原
因
分
析
を
行
い
、
効
果
が
上
が

ら
な
い
事
業
の
廃
止
、
統
合
、
縮

小
、
休
止
、
執
行
方
法
の
変
更
等

の
検
討
を
行
う
。
ま
た
、
構
造
改

革
を
進
め
る
中
で
組
織
横
断
的
な

事
業
の
統
合
等
、
歳
出
構
造
に
メ

ス
を
入
れ
る
考
え
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
抗あ

ら
が

う

財
政
フ
レ
ー
ム
の
策
定

問

区
は
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
財
政
フ
レ
ー
ム
に
お
け
る
一

般
財
源
の
減
収
額
を
、
５
年
間
で

２
１
５
億
円
、
来
年
度
は
92
億
円

と
見
込
ん
で
お
り
、
単
年
度
で
は

な
く
５
年
間
で
対
応
す
べ
き
で
は
。

答

一
般
財
源
の
回
復
に
は
複
数

年
度
を
見
込
ん
で
お
り
、
中
長
期

的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
予
算
の
歳
出
抑
制

問

令
和
３
年
度
予
算
の
編
成
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

区
長
査
定
を
行
う
令
和
２
年

12
月
ま
で
に
要
求
作
業
を
行
う
。

問

廃
止
・
縮
小
・
先
送
り
す
べ

き
事
業
、
既
存
事
業
の
統
合
・
再

編
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
等
、
区
長
査
定

に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

答

既
存
事
業
は
、
評
価
、
見
直

し
の
結
果
を
各
部
で
予
算
要
求
し
、

企
画
部
で
再
編
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
を

確
認
の
う
え
精
査
を
し
て
区
長
査

定
に
至
る
。
新
規
・
拡
充
事
業
は

区
長
に
説
明
し
、
実
施
時
期
の
見

直
し
等
判
断
を
行
う
。

問

来
年
度
の
予
算
編
成
方
針
は
、

保
育
所
等
訪
問
支
援
へ
の
転
換

問

保
育
園
等
巡
回
訪
問
指
導
の

果
た
し
て
き
た
役
割
は
大
き
い
と

考
え
る
。
現
場
で
は
、
今
回
の
事

業
転
換
に
つ
い
て
不
安
の
声
が
相

次
い
で
い
る
が
、
区
の
考
え
は
。

答

平
成
２
年
よ
り
実
施
し
、
障

害
児
や
発
達
に
課
題
の
あ
る
児
童

を
専
門
的
な
支
援
に
繋つ

な

げ
る
役
割

を
果
た
し
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

の
推
進
に
寄
与
し
て
き
た
巡
回
訪

問
指
導
の
役
割
の
大
き
さ
は
認
識

し
て
い
る
。
事
業
転
換
に
伴
い
、

保
護
者
へ
の
支
援
や
保
育
者
の
研

修
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

問

事
業
継
続
が
望
ま
れ
る
中
、

事
業
転
換
と
保
育
園
の
支
援
体
制

構
築
を
同
時
進
行
で
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

子
育
て
に
は
多
様
化
し
た
問

題
が
あ
り
、
園
で
は
対
応
し
き
れ

な
い
場
面
も
あ
る
。
園
へ
の
相
談

支
援
が
滞
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

業
務
改
善

問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
行
政
手

続
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
急
務
で
あ
る
。

押
印
、
対
面
規
制
の
見
直
し
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答

国
の
法
令
等
に
基
づ
く
手
続

き
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
踏
ま

え
て
対
応
し
、
区
独
自
の
手
続
は
、

国
の
方
針
や
技
術
的
助
言
を
参
考

に
、
所
管
と
調
整
し
て
い
く
。

問

業
務
改
善
の
テ
ー
マ
を
デ
ジ

タ
ル
化
と
し
た
上
で
、
書
面
規
制

等
に
つ
い
て
具
体
的
に
取
り
組
ん

で
は
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
だ

け
で
な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効

果
的
な
提
供
に
資
す
る
と
認
識
し

て
お
り
、
全
庁
で
取
り
組
み
た
い
。

流
用
・
不
用
額

問

人
件
費
の
流
用
件
数
と
不
用

額
の
総
額
は
。

答

60
件
、
７
億
２
６
０
０
万
円

余
り
で
あ
る
。

問

不
用
額
が
多
額
な
理
由
は
。

答

科
目
ご
と
の
不
足
を
防
ぐ
よ

う
予
算
計
上
す
る
必
要
が
あ
る
。

問

例
え
ば
、
人
件
費
予
算
の
枠

組
み
を
見
直
し
、
款か

ん

別
に
一
括
し

て
組
む
等
、
自
治
体
判
断
に
よ
る

裁
量
が
あ
る
な
ら
ば
考
え
て
は
ど

う
か
。

答

提
案
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

不
用
額
が
発
生
し
な
い
よ
う
全
庁

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

日
本
共
産
党
議
員
団小杉

　一
男

立
憲
民
主
党
・
無
所
属
議
員
団

河
合

　り
な

自
由
民
主
党
議
員
団

加
藤

　た
く
ま

公
明
党
議
員
団

久
保
　り
か

自
由
民
主
党
議
員
団

市
川
　し
ん
た
ろ
う

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

●
声
の
区
議
会
だ
よ
り

ご利用ください
　
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
区
議
会
だ
よ

り
を
朗
読
録
音
し
た
Ｃ
Ｄ
・
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ

「
声
の
区
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
郵
送
に
よ
り
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
利
用

を
ご
希
望
の
方
は
、
区
議
会
事
務
局
（
電
話

０
３
―
３
２
２
８
―
５
５
８
５
）
ま
で
。

　
視
覚
障
害
者
の
方
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。



� 令和2年（２０２０年）1１月1４日 第 号2 6 4（　）

感
染
症
対
策

問

区
内
医
療
機
関
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
数
や
陽
性
率
等
の
公
表
は
。

答

都
に
デ
ー
タ
の
還
元
を
要
請

す
る
。

問

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

な
ど
の
支
援
事
業
を
実
施
し
て
は
。

答

検
討
を
進
め
る
。

生
活
保
護

問

外
国
人
の
生
活
保
護
実
施
を
、

今
年
は
都
へ
報
告
を
し
た
か
。

答

昨
年
度
分
を
報
告
し
た
。

国
民
健
康
保
険

問

外
国
人
の
保
険
証
の
使
い
回

し
を
見
破
れ
る
制
度
は
。

答

国
と
都
に
要
望
す
る
。

問

海
外
出
産
に
お
け
る
出
産
一

時
金
の
不
正
を
防
げ
る
制
度
は
。

答

国
と
都
に
要
望
す
る
。

計
画
の
策
定
を
進
め
た
い
。

文
化
芸
術
・
生
涯
学
習
支
援

問

ま
な
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ネ
ッ
ト
上
に

あ
る
１
９
０
の
リ
ン
ク
の
う
ち
、

１
０
０
件
以
上
が
リ
ン
ク
切
れ
で
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
潰

し
て
き
た
。
文
化
施
設
や
生
涯
学

習
の
在
り
方
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

答

区
民
の
主
体
的
な
生
涯
学
習
、

文
化
芸
術
活
動
を
支
援
し
た
い
。

公
園
遊
具
の
入
れ
替
え

問

約
30
年
ぶ
り
の
遊
具
更
新
で
、

半
径
５
０
０
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
同

じ
滑
り
台
を
３
つ
も
設
置
し
た
の

は
お
か
し
い
。
公
園
再
整
備
計
画

策
定
に
あ
た
り
、
公
園
づ
く
り
は

土
木
工
事
で
は
な
く
ま
ち
づ
く
り

で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
べ
き
で
は
。

答

利
用
者
の
意
見
や
地
域
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
公
園
の
整
備
や

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

問

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る

中
野
の
商
店
街
は
日
本
に
誇
れ
る

宝
物
で
あ
り
、
今
こ
そ
全
力
で
応

援
す
べ
き
で
あ
る
。
人
的
コ
ス
ト

も
抑
え
ら
れ
る
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ケ

ッ
ト
の
概
念
を
含
め
た
区
独
自
の

商
品
券
を
検
討
し
て
は
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
電
子

商
品
券
に
つ
い
て
は
、
区
全
体
の

電
子
化
へ
の
取
り
組
み
状
況
等
を

勘
案
し
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

中
野
駅
周
辺

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
要
性

問

１
０
０
年
に
一
度
の
大
規
模

な
再
開
発
で
あ
り
、
区
が
グ
リ
ッ

プ
を
握
る
必
要
が
あ
る
。
中
野
駅

周
辺
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、
中
野
駅
周
辺
ブ

ラ
ン
ド
を
壊
す
こ
と
な
く
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

答

初
動
期
は
区
の
主
体
的
な
関

与
が
必
要
で
あ
り
。
具
体
的
な
協

議
内
容
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

東
中
野
駅
西
側
線
路
沿
い
桜
並
木

問

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
対
等
に
交
渉

の
上
、
早
々
に
の
り
面
整
備
を
行

い
、
菜
の
花
の
種
を
ま
く
べ
き
で

あ
る
。
東
中
野
駅
の
桜
を
守
る
と

い
う
考
え
は
変
わ
っ
て
い
な
い
か
。

答

変
わ
っ
て
い
な
い
。

情
報
シ
ス
テ
ム
環
境

問

自
治
体
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
は

情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
え
、
ハ

ッ
カ
ー
に
侵
入
さ
せ
ず
、
役
所
側

の
業
務
効
率
が
上
が
り
、
サ
ー
ビ

ス
を
止
め
な
い
こ
と
で
あ
る
。
同

じ
業
者
に
35
も
の
シ
ス
テ
ム
を
預

け
て
い
る
こ
と
こ
そ
大
変
な
リ
ス

ク
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答

重
要
な
シ
ス
テ
ム
と
、
重
要

度
の
低
い
シ
ス
テ
ム
を
同
じ
サ
ー

ビ
ス
レ
ベ
ル
で
運
用
、
構
築
し
て

い
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
見
直

し
て
い
き
た
い
。

問

人
件
費
が
50
％
以
下
は
ブ
ラ

ッ
ク
保
育
園
と
言
わ
れ
て
い
る
。

株
式
会
社
園
の
人
件
費
比
率
は
。

答

平
均
は
54
％
、
50
％
以
下
は

12
園
で
、
最
低
は
36
％
で
あ
る
。

旧
中
野
刑
務
所
正
門

問

９
月
の
教
育
長
の
意
見
は
現

地
保
存
す
る
と
し
た
区
長
決
定
を

覆
す
も
の
で
は
な
い
か
。
見
解
は
。

答

今
後
、
取
扱
い
方
針
を
示
す
。

区
長
車

問

前
区
長
は
区
長
車
を
使
わ
ず

推
定
１
億
３
６
０
０
万
円
を
削
減

し
た
。
財
政
的
な
非
常
事
態
の
中

で
区
長
自
ら
で
き
る
こ
と
と
し
て
、

区
長
車
雇
上
げ
を
や
め
る
考
え
は
。

答

区
長
車
は
機
動
的
で
、
合
理

性
も
あ
る
た
め
活
用
す
る
。

保
育
経
費

問

狭
小
な
土
地
に
、
い
ろ
い
ろ

な
機
能
を
盛
り
込
み
た
い
区
と
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
い
区
民
と

の
間
で
の
合
意
は
難
し
い
。
要
望

を
聞
き
、
合
意
形
成
に
努
め
、
地

域
に
必
要
な
施
設
を
整
備
し
て
は
。

答

理
解
を
得
な
が
ら
進
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
疑
項
目

◆
行
政
評
価
に
つ
い
て

◆
集
団
回
収
に
つ
い
て
　
　ほ
か

広
報
の
Ｕ
Ｄ

問

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

の
Ｕ
Ｄ
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
）
を
進
め
る
上
で
、
高
齢
者
や

弱
視
者
、
発
達
障
が
い
者
等
が
見

や
す
い
フ
ォ
ン
ト
や
レ
イ
ア
ウ
ト

や
色
合
い
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
場
合

が
あ
る
。
ま
た
、
知
的
障
が
い
者

や
ろ
う
者
、
義
務
教
育
未
修
了
者

等
が
理
解
し
や
す
い
書
き
方
の
配

地
域
開
放
型
学
校
図
書
館

問

今
後
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
検
討
会
で
も
、
学
校
関
係

者
に
聞
い
て
も
歓
迎
す
る
声
は
な

い
。
誰
が
必
要
と
希
望
し
た
の
か
。

答

家
庭
・
地
域
・
学
校
が
連
携

し
、
読
書
活
動
の
推
進
な
ど
を
目

的
と
し
て
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

複
合
施
設
の
整
備

中
野
駅
新
北
口
駅
前
エ
リ
ア

問

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
前
か
ら
、

民
間
事
業
者
が
大
規
模
ホ
ー
ル
を

つ
く
り
、
利
益
を
上
げ
る
の
は
難

し
い
と
さ
れ
て
き
た
。
現
在
の
状

況
に
お
い
て
、
民
設
に
よ
り
多
目

的
ホ
ー
ル
を
整
備
で
き
る
の
か
。

答

事
業
者
募
集
で
、
計
画
等
の

遵じ
ゅ
ん
し
ゅ守

を
求
め
て
お
り
、
条
件
等
に

沿
っ
た
提
案
が
さ
れ
る
と
考
え
る
。

旧
中
野
刑
務
所
正
門

問

門
の
取
扱
い
方
針
の
見
直
し

に
よ
っ
て
２
年
も
の
歳
月
が
無
駄

に
な
り
、
平
和
の
森
小
学
校
の
児

童
は
そ
の
数
に
見
合
わ
な
い
狭
い

校
舎
を
使
用
し
続
け
て
い
る
。
こ

の
責
任
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答

可
能
な
限
り
早
期
に
取
扱
い

方
針
を
決
定
す
る
こ
と
で
、
区
と

し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
い
く
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
関
連
す
る
問
題

問

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
契
約
が
必
要
な

テ
レ
ビ
購
入
時
の
判
断
基
準
は
。

答

統
一
し
た
基
準
は
な
く
、
個

々
に
必
要
性
を
判
断
し
て
い
る
。

問

本
庁
舎
に
設
置
し
た
テ
レ
ビ

の
、
災
害
時
の
視
聴
実
態
は
。

答

把
握
し
て
い
な
い
。

問

税
金
で
受
信
料
を
払
っ
て
ま

で
テ
レ
ビ
設
置
の
必
要
は
あ
る
か
。

答

テ
レ
ビ
に
よ
る
情
報
収
集
は

業
務
遂
行
上
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

問

本
人
の
同
意
な
く
転
出
情
報

を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
提
供
す
る
こ
と
は
違

法
と
考
え
る
が
、
事
例
は
あ
る
か
。

答

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、

過
去
に
事
例
が
あ
る
。

問

Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
の
転
出
者
情
報

の
求
め
に
際
し
身
分
確
認
方
法
は
。

答

窓
口
の
場
合
は
本
人
確
認
を

す
る
が
、
郵
送
申
請
が
多
い
。

化
す
る
た
め
Ｓ
ｈ
ｕ
ｆ
ｏ
ｏ
！
の

サ
ー
ビ
ス
も
利
用
す
る
べ
き
で
は
。

答

情
報
収
集
し
検
討
し
て
い
く
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

向
け
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制

問

教
育
委
員
会
と
区
長
部
局
と

の
連
携
を
強
化
す
る
べ
き
で
は
。

答

教
育
情
報
資
産
の
管
理
運
営

が
適
正
、
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
関
係
部
局
と
連
携
を
と
る
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
区
政
運
営

問

来
年
度
の
一
般
財
源
を
92
億

円
の
減
収
と
予
測
し
て
い
る
が
、

経
済
の
見
通
し
な
ど
の
状
況
に
応

じ
て
進
め
る
事
業
の
優
先
順
位
や

シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

答

優
先
順
位
を
つ
け
必
要
な
事

業
に
選
択
と
集
中
を
図
り
、
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
に
つ
な
げ
る
。

問

子
育
て
世
代
へ
の
広
報
を
強

立
憲
民
主
党
・
無
所
属
議
員
団

杉
山

　司

無
所
属

む
と
う
　有
子

無
所
属

近
藤

　さ
え
子

無
所
属

い
な
が
き
　じ
ゅ
ん
子

無
所
属

石
坂
　わ
た
る

無
所
属

小
宮
山

　た
か
し

無
所
属

竹
村
　あ
き
ひ
ろ

無
所
属

立
石
　り
お

無
所
属

吉
田

　康
一
郎

慮
も
必
要
だ
。
様
々
な
当
事
者
参

加
で
声
を
聴
く
べ
き
で
は
。

答

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
こ
と

は
必
要
か
つ
有
効
と
考
え
る
。

個
人
の
尊
厳
と
参
加
の
保
障

問

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
同
性
カ
ッ
プ
ル

の
区
営
住
宅
の
入
居
を
認
め
て
は
。

答

入
居
資
格
の
整
備
を
進
め
、

整
っ
た
段
階
で
詳
細
を
示
す
。

中野区立みなみの小学校の新校舎が完成し、９月４日（金）に
内覧会が行われました。

み
な
み
の
小
学
校
新
校
舎 

内
覧
会
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ϝ
λ
Ϙ
ମ
࣭
Λ

し
ỏ
ແ
ବ
ݣ
͍
Λ
ແ
͘
ͤ

ࣗ
༝
民
ओ
ౘ
議
һ
ஂ

新
区

所
૭
ޱ
α
ー
Ϗ
ス
検
౼
は
３
年
間
で

８
５
０
０
万
円
を
業
務
委
託
し
ま
し
た
が
、

政
策
立
Ҋ
、
事
業

理
に


が
あ
り
成
果

が
見
え
ま
ͤ
Μ
。
さ
ら
に
、
一
ࡢ
年
11
月
に

は
区
長
の
ಠ
அ
で
、
ฏ
和
の

公
園
３
０
０

̼
ト
ラ
ッ
ク
の
工
事
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
工
事

内
容
の
変
更
を
ࢼ
み
る
も
Կ
も
変
え
ら
れ
ͣ

に
工
事
は
࠶
開
し
、
݁
果
、
３
か
月
間
の
工

事
中
அ
に
よ
り
、
４
５
０
０
万
円
の
無
ҙ
ຯ

な
経
費
が
か
か
り
、
開
園
も

れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
Ւ
の
Ө
ڹ
に
よ
り
、
ࠓ
ޙ
の
財
政

運
営
は
大
変
に
ݫ
し
い
ঢ়
گ
で
す
。
ど
Μ
な

に
ۤ
し
͘
と
も
҆
қ
な
区
民
α
ー
Ϗ
ス
の
Χ

ッ
ト
に

ら
ͣ
、
区
民
の
生
׆
を
क
る
こ
と

は
行
政
の

務
と
ߟ
え
ま
す
。
ෆ
அ
の

ྗ

で
改
ળ
す
る
こ
と
を
ڧ
͘
ٻ
め
ま
す
。

　
こ
の
度
の
中
野
区
の
財
政
ඇ
ৗ
事
ଶ
は
、

私
た
ち
の
࠶
ࡾ
の
ࢦ
ఠ
に
ࣖ
を
ି
さ
ͣ
に
、

無
ବ
な
事
業
を
実
施
し
、
財
務
規

を
ݎ
࣋

で
き
な
か
ỳ
た
２
年
間
の
ࣦ
政
に
よ
り
起
こ

さ
れ
た
と
ݴ
え
ま
す
。
ञ
Ҫ
区
政
は
、
ॳ
の

予
算
で
一
般
財
ݯ
規

を
６
９
０
億
円
か
ら

2�
億
円
増
、
翌
年
度
に
��
億
円
増
額
し
、
こ

の
２
年
間
の
์
ອ
経
営
で
��
億
円
の
支
出
が

増
加
。
ݫ
し
い
財
政
規

を
ݎ
࣋
し
て
い
れ


コ
ロ
ナ
Ւ
に
よ
る
急
ܹ
な
財
政
の
ひ
ỳ
ഭ

は
な
か
ỳ
た
と
չ
や
ま
れ
ま
す
。

　
令
和
ݩ
年
度
決
算
で
は
、
事
業
委
託
調
査

等
に
一
年
間
で

１
４
１
億
円
が
注
͗
込
ま

れ
、
ଟ
͘
の
無
ବ
が
生
じ
ま
し
た
。
特
に
シ

テ
ỹ
プ
ロ
Ϟ
ー
シ
ἀ
ン
事
業
ủ
中
野
大

き

ナ
Χ
ϊ
さ
Μ
Ứ
は
２
年
間
で
４
６
０
０
万
円
、

令和元年度決算に対する

֤ձͷ
ղݟ

۠
ຽ
ੜ
׆
Λ
क
Δ
త
֬
ͳ
ࡒ

ӡ
Ӧ
Λ
ਤ
Ε

ެ
໌
ౘ
議
һ
ஂ

籍
住
民
、
学
校
教
育
、
հ
護
保
険
な
ど
ଟ
͘

の
֤
分
野
に
ଟ
大
な
ଛ
害
を
ඃ
ỳ
た
が
、
こ

れ
ま
で
シ
ス
テ
ム
障
害
の
防
止
対
策
の
検
ূ

も
ͤ
ͣ
、
ᐆあ

い
ま
いດ

に
し
て
き
た
区
の


は
ॏ

い
。
ま
た
区
は
令
和
ݩ
年
度
に
は
、
起
債
に

よ
ら
ͣ
基
金
を
繰
り
入
れ
る
と
の

அ
を
し

た
。
校
ࣷ
改
ங
や
ி
ࣷ
ݐ
設
等
の
計
ը
が
進

行
す
る
中
で
の

அ
に
は
、
ࠓ
ޙ
の
行
政
運

営
へ
の
Ө
ڹ
を
注
ࢹ
す
る
ඞ
要
が
あ
る
。

　
ࠓ
ޙ
の
か
つ
て
無
い
ݫ
し
い
経
ࡁ
ঢ়
گ
か

ら
、
区
は
一
般
財
ݯ
を
92
億
円
の
減
収
と
見

込
Μ
で
い
る
。
歳
入
確
保
に
࠷
大
ݶ
に
取
り

組
Ή
と
ڞ
に
起
債
と
基
金
の
ό
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
׆
用
が
ٻ
め
ら
れ
る
。
ま
た
歳
出

制

に
あ
ỳ
て
は
区
民
生
׆
へ
の
ଟ
大
な
Ө
ڹ
を

避
け
る
こ
と
が
第
一
ٛ
で
あ
る
。

　
令
和
ݩ
年
度
ී
௨
会
計
決
算
は
、
લ
年
度

に
ൺ

歳
入
総
額
は
６
・
４
ˋ
増
の
１
４
９

８
億
円
で
、
歳
出
総
額
で
は
４
・
２
ˋ
増
の

１
４
１
５
億
円
と
な
ỳ
た
。
財
政
ࢦ
ඪ
に
よ

れ

、
実
࣭
収
支
ൺ

は
લ
年
度
を
０
・
５

ϙ
イ
ン
ト
Լ
ճ
る
２
・
９
ˋ
で
あ
り
、
経
ৗ

収
支
ൺ

は
લ
年
度
を
２
・
６
ϙ
イ
ン
ト
上

ճ
る
8�
・
３
ˋ
で
あ
ỳ
た
。
財
政
ࢦ
ඪ
か
ら

は
、
֓お

お
ΉͶ

区
の
財
政
ঢ়
گ
は
健
શ
で
あ
る
と

い
え
る
。
し
か
し
、
第
４
࢛

期
か
ら
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
経

ࡁ
的
な
Ө
ڹ
は
、
Ϧ
ー
Ϛ
ン
シ
ἀ
ッ
ク
時
を

上
ճ
る
こ
と
が
推
ଌ
さ
れ
、
ࠓ
ޙ
は
予
அ
を

許
さ
な
い
財
政
運
営
を
ڧ
い
ら
れ
る
た
め
、

区
と
し
て
的
確
な

அ
が
ٻ
め
ら
れ
る
。

　
ࡢ
年
12
月
に
起
き
た
シ
ス
テ
ム
障
害
は
戸

۠
ຽ
ͷ

Β
し
ͱ

ࢱ
ʹ
د
Γ
ఴ
͏
۠

ʹ


ຊ
ڞ
࢈
ౘ
議
һ
ஂ

わ
け
子
育
て
の
分
野
の
事
業
で
લ
進
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
区
立
保
育
園
1�
園
を
当
໘

す

方

や
ủ
保
育
の
࣭
Ψ
イ
υ
ラ
イ
ン
Ứ
の
࡞

成
は
、
保
育
の
࣭
を
保
つ
た
め
に
ॏ
要
で
す
。

ま
た
、
ೝ
Մ
保
育
園
を
９
園
増
や
し
、
５
２

８
໊
の
定
һ
増
を
図
り
ま
し
た
。
こ
の
΄
か
、

ύ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
એ

か
ら
一
年
の
અ
目

に
ト
ー
ク
会
が
開
࠵
さ
れ
る
な
ど
、
ଟ
༷
ੑ

の
֗
と
し
て
の
า
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
ฏ
和
の

公
園
࠶
整
備
計
ը
で

は
、
見
直
し
を
公
ݴ
し
た
区
長
が
公

を
؏

け
ͣ
、
図
書
館
事
業
に
お
い
て
も
、
ủ
ࠓ
ޙ

の
図
書
館
α
ー
Ϗ
ス
の
あ
り
方
検
౼
会
Ứ
の

ҙ
見
を
౿
ま
え
た
方

と
は
な
ら
ͣ
、
区
民

の
ࣦ

を
ങ
う
こ
と
に
な
ỳ
た
こ
と
は
ݫ
し

͘
ࢦ
ఠ
し
て
お
き
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
度
は
、
内
ध
の
མ
ち
込
み
に

加
え
て
1�
月
の
ফ
費
税
増
税
に
よ
り
日
本
経

ࡁ
が
ځ
地
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
も

と
で
中
野
区
の
予
算
ࣥ
行
が

わ
れ
た
と
こ

Ζ
で
あ
り
、
会

と
し
て
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
ೝ
定
に
ࢍ
成
し
ま
し
た
。

　
第
一
に
、
ݫ
し
͘
な
る
区
民
の

ら
し
に

د
り
ఴ
う
施
策
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ủ
子

ど
も
と
子
育
て
家
庭
の
実
ଶ
調
査
Ứ
の
実
施

は
、
子
ど
も
の
ශ
ࠔ
対
策
に
関
す
る
区
の
施

策
の
ల
開
に
ܽ
か
ͤ
ま
ͤ
Μ
。
障
害

ࢱ
分

野
で
は
ਫ਼
ਆ
障
害
者
へ
の

ࢱ
手
当
支
給
が

実
施
さ
れ
、
防
ࡂ
分
野
に
お
い
て
は
ࡂ
害
備


物
ࢿ
の
入
れ
ସ
え
や
避
難
所
機

の
ڧ
化

な
ど
、
ࡂ
害
へ
の
備
え
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
ೋ
に
、
区
民
要
ٻ
実
ݱ
の

で
、
と
り

ສ
શ
ͳ
ة
ػ
ର
Ԡ
ͱ
ண
࣮
ͳ
ੜ
׆
ࢧ
ԉ
Λ

立
ݑ
民
ओ
ౘ
・
ແ
所
ଐ
議
һ
ஂ

ッ
ク
ญ
調
査
及
び
ఫ
ڈ
、
区
報
の
Χ
ラ
ー
化

を
ؚ
め
た
Ϧ
χ
ỿ
ー
ア
ル
、
ೝ

症
高
齢
者

等
ݸ
人
ഛ
償


保
険
事
業
、
ଟ
ݴ
ޠ
同
時


༁
機
ಋ
入
な
ど
、
区
民
に
د
り
ఴ
ỳ
た
施

策
に
取
り
組
Μ
ͩ
こ
と
を
ධ
Ձ
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
ࣾ
会
は
大
き
な
Ө
ڹ

を
受
け
、
歳
入
は
大
幅
減
が
見
込
ま
れ
る
が
、

ඞ
要
な
医
療
・
生
׆
・
経
ࡁ
支
援
が
滞
る
事

の
な
い
༷
に
取
り
組
ま
れ
な
け
れ

な
ら
な

い
。
内
部

ྗ
の
ప
ఈ
と
同
時
に
、
ক
དྷ


ࢿ
の
؍

か
ら
̞
Ｃ
̩
׆
用
な
ど
積
ۃ
的
施

策
も
ඞ
要
で
あ
る
。

　
ଟ
༷
ੑ
を
ೝ
め
合
い
お
ޓ
い
༷
に
助
け
合

う
中
野
の
ま
ち
の
実
ݱ
を
目
ࢦ
し
、
新
し
い

時

の
χ
ー
ズ
に
ٻ
め
ら
れ
る
行
政
の
あ
り

方
を

ઌ
し
て
実
ݱ
さ
れ
る
よ
う
期

す
る
。

　
令
和
ݩ
年
度
は
ञ
Ҫ
区
政
が
ฤ
成
し
ࣥ
行

し
た
ॳ
め
て
の
決
算
で
あ
る
。
学
校
や
新
体

育
館
な
ど
、
લ
区
政
か
ら
の
大
規

施
設
整

備
が
ܧ
ଓ
さ
れ
財
政
規

は
３
年
ଓ
け
て
ա

ڈ
࠷
高
額
と
な
ỳ
た
が
、
֤
種
財
政
ࢦ
ඪ
を

み
る
と
健
શ
な
財
政
ঢ়
گ
と
い
え
る
。

　
子
育
て
ઌ
進
区
を
掲
͛
、
ෆ
妊
検
査
・
࣏

療
費
等
助
成
、
保
育
の
࣭
Ψ
イ
υ
ラ
イ
ン
の

策
定
、
児
童
相
談
所
設
置
準
備
、
中
学
生
対


の
̨
̣
̨
で
の
相
談
な
ど
を
ධ
Ձ
す
る
。

ࠓ
ޙ
、
子
ど
も
・
子
育
て
実
ଶ
調
査
や
、
子

育
て
Χ
フ
ỻ
で
の
対

な
ど
を
௨
じ
て

Ѳ

し
た
子
育
て
ੈ

の

に
基
ͮ
͘
、
ະ
དྷ
へ

つ
な
が
る
更
な
る
施
策
ల
開
を
期

す
る
。

　
ま
た
、
ࡂ
害
対
応
と
し
て
෩
ਫ
害
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
࡞
成
や
備

物
ࢿ
の
拡
充
、
ブ
ロ

ϐ
ϯ
ν
Λ
ν
Ỿ
ϯ
ε
ʹ
ม
͑
Δ
ൃ

Λ


民
ϑ
Ỹ
ー
ε
τ
の
会
中
野
区
議
ஂ

か
ら
ண
手
す
る
と
こ
Ζ
か
ら
࢝
め
た
手
法
は
、

区
民
フ
Ỹ
ー
ス
ト
の
目
ઢ
、
区
民
感
情
を
見

て
い
な
い
と
ࢥ
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
９
月
2�

日
に
ࣜ
య
が
行
わ
れ
た
新
体
育
館
が
ネ
ー
ミ

ン
ά
ラ
イ
π
を
׆
用
し
て
ủ
キ
Ϧ
ン
レ
Ϟ
ン

ス
ϙ
ー
π
セ
ン
タ
ー
Ứ
と
な
り
、
年
間
５
０

０
万
円
の
税
֎
収
入
を
得
る
こ
と
と
な
ỳ
た
。

　
区
の
基
װ
収
入
が
ಥ
વ
増
え
る
こ
と
は
な

͘
、
区
༗
施
設
の
利
׆
用
、

民
࿈
ܞ
の
施

策
な
ど
、
区
民
に
と
ỳ
て
も
༗
ӹ
と
な
る
新

規
事
業
を
ଧ
ち
出
し
、
༷
ʑ
な
分
野
で
税
֎

収
入
を
増
や
す
工

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
財
政
໘
で
ة
機
的
ঢ়
گ
を
ܴ
え
る
中
、
དྷ

年
度
予
算
を
ฤ
成
す
る
に
あ
た
り
、
ϝ
Ϧ
ϋ

Ϧ
の
利
い
た
新
た
な
発

で
、
新
た
な
財
ݯ

確
保
を
目
ࢦ
す
時
で
あ
る
。

　
令
和
ݩ
年
度
決
算
は
、
健
શ
な
財
政
運
営

と

அ
さ
れ
る
数

で
あ
ỳ
た
が
、
དྷ
年
度

の
コ
ロ
ナ
ෆ
گ
に
よ
る
対
策
が
શ
͘
見
え
ͣ
、

令
和
３
年
度
の
予
算
ฤ
成
に
つ
い
て
ඇ
ৗ
に

ة
ዧ
し
て
い
る
と
こ
Ζ
で
あ
る
。
区
は
ࠓ
年

度
と
ൺ

、
དྷ
年
度
は

92
億
円
の
税
収
減

に
な
る
と
い
う
見
௨
し
を
立
て
て
い
る
が
、

減
収
を
ຒ
め
る
ͩ
け
の
۩
体
的
な
ఏ
ࣔ
を
出

し
て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
ͩ
と
基
金（
ஷ
金
）

を

り
่
す
か
起
債
（
आ
金
）
を
す
る
こ
と

と
な
り
、
財
政
ঢ়
گ
が
ক
དྷ
に
わ
た
り
ѱ
化

す
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

　
本
དྷ
は
৬
һ
の
人
݅
費

減
、
新
区

所

ݐ
設
の
延
期
、
そ
れ
か
ら
区
民
α
ー
Ϗ
ス
の

見
直
し
を
行
う

き
と
こ
Ζ
を
、
区
民
׆
ಈ

セ
ン
タ
ー
、
小
学
校
の
ݐ
ସ
え
計
ը
の
延
期
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●
令
和
２
年
度
中
野
区
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
５
次
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、
11

億
３
０
１
０
万
１
千
円
を
追
加

し
、
予
算
額
は
、
１
８
４
７
億

７
１
０
４
万
２
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
出
予
算
の
内
容
は
、
避
難

所
に
お
け
る
防
疫
体
制
の
整
備

に
係
る
経
費
１
０
２
０
万
７
千

円
、
滞
納
整
理
支
援
シ
ス
テ
ム

の
改
修
に
係
る
経
費
２
８
３
万

８
千
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
の
補
正
予
算
に
対
応

す
る
繰
出
金
２
８
３
万
８
千
円
、

区
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
等
に
係
る
経
費
３
８
０
０
万

円
、
区
立
保
育
園
・
幼
稚
園
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
係
る
経
費
及
び

私
立
保
育
園
・
幼
稚
園
等
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
経
費
に
対
す
る
補
助

等
に
係
る
経
費
７
８
１
７
万
６

千
円
、
も
み
じ
や
ま
保
育
園
民

営
化
に
係
る
新
園
の
開
設
時
期

を
変
更
し
た
こ
と
に
伴
う
運
営

委
託
料
等
に
係
る
経
費
２
０
５

７
万
９
千
円
、
区
立
小
・
中
学

校
の
授
業
時
間
数
確
保
の
た
め
、

土
曜
日
授
業
を
実
施
す
る
こ
と

等
に
伴
う
学
校
用
務
業
務
委
託

料
を
増
額
す
る
た
め
の
経
費
４

１
４
万
５
千
円
、
区
立
小
・
中

学
校
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
１

人
１
台
の
学
習
用
端
末
の
配
備

及
び
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

整
備
に
係
る
経
費
４
億
５
３
１

９
万
８
千
円
、
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
に
伴

う
業
務
増
に
係
る
経
費
99
万
６

千
円
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

支
援
体
制
の
充
実
に
係
る
経
費

５
８
０
２
万
円
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る

経
費
３
億
８
９
８
４
万
円
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
伴
う
保
健
所
電
信
料
を
増

額
す
る
た
め
の
経
費
４
５
５
万

円
、
粗
大
ご
み
収
集
緊
急
対
策

事
業
に
係
る
経
費
１
５
１
７
万

８
千
円
、
橋き

ょ
う
り
ょ
う梁
拡
幅
整
備
工
事

に
係
る
負
担
金
２
６
９
２
万
２

千
円
、
河
川
擁
壁
補
修
工
事
に

係
る
経
費
２
４
６
１
万
４
千
円

を
追
加
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
予
算
の
内
容
は
、
国
庫

支
出
金
２
億
４
９
９
８
万
７
千

円
、
都
支
出
金
１
億
９
０
５
６

万
８
千
円
、
繰
入
金
５
億
４
７

３
１
万
６
千
円
、
諸
収
入
１
億

４
２
２
３
万
円
を
追
加
計
上
す

る
も
の
で
す
。

　
債
務
負
担
行
為
の
補
正
に
つ

い
て
は
、
丸
山
橋
橋
梁
拡
幅
整

備
に
つ
い
て
期
間
が
３
年
度
に

わ
た
る
た
め
、
令
和
３
年
度
及

び
令
和
４
年
度
分
経
費
５
８
８

４
万
８
千
円
を
計
上
す
る
も
の

で
す
。

●
令
和
２
年
度
中
野
区
国
民
健

　
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

　
予
算
（
第
３
次
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、
２

８
３
万
８
千
円
を
追
加
計
上
し
、

予
算
額
は
３
２
８
億
３
１
７
４

万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳

出
予
算
の
内
容
は
、
滞
納
整
理

支
援
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
係
る

経
費
２
８
３
万
８
千
円
を
追
加

計
上
す
る
も
の
で
す
。
歳
入
予

算
の
内
容
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
２
８
３
万
８
千
円
を

追
加
計
上
す
る
も
の
で
す
。

●
中
野
第
一
小
学
校
新
校
舎
用

　
什
器
類
の
買
入
れ
に
つ
い
て

　
財
産
の
取
得
に
当
た
り
、
議

決
を
し
た
も
の
で
す
。

●
中
野
区
国
民
健
康
保
険
条
例

　
及
び
中
野
区
後
期
高
齢
者
医

　
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

保
険
料
に
係
る
延
滞
金
の
割
合

の
特
例
に
つ
い
て
規
定
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。
施
行
時
期
は
、

令
和
３
年
１
月
１
日
で
す
。

●
中
野
区
廃
棄
物
の
処
理
及
び

　
再
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

廃
棄
物
処
理
手
数
料
等
に
係
る

延
滞
金
の
割
合
の
特
例
に
つ
い

て
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

施
行
時
期
は
、
令
和
３
年
１
月

１
日
で
す
。

●
中
野
区
介
護
保
険
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

保
険
料
に
係
る
延
滞
金
の
割
合

の
特
例
に
つ
い
て
規
定
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。
施
行
時
期
は
、

令
和
３
年
１
月
１
日
で
す
。

●
中
野
区
立
体
育
館
条
例
を
廃

　
止
す
る
条
例

　
中
野
体
育
館
の
廃
止
に
当
た

り
、
体
育
館
条
例
を
廃
止
す
る

も
の
で
す
。
施
行
時
期
は
、
公

布
の
日
で
す
。

●
中
野
区
子
ど
も
の
権
利
擁
護

　
推
進
審
議
会
条
例

　
子
ど
も
の
権
利
の
擁
護
に
係

る
施
策
に
つ
い
て
総
合
的
か
つ

効
果
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、

区
長
の
附
属
機
関
と
し
て
子
ど

も
の
権
利
擁
護
推
進
審
議
会
を

設
置
し
、
そ
の
所
掌
事
項
、
組

織
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で

す
。
施
行
時
期
は
、
公
布
の
日

で
す
。

●
中
野
区
保
育
所
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

　
あ
さ
ひ
保
育
園
及
び
宮
の
台

保
育
園
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

大
和
東
保
育
園
の
位
置
を
改
め

る
も
の
で
す
。
施
行
時
期
は
、

あ
さ
ひ
保
育
園
の
廃
止
に
係
る

規
定
に
つ
い
て
は
令
和
２
年
12

月
１
日
、
宮
の
台
保
育
園
の
廃

止
及
び
大
和
東
保
育
園
の
位
置

の
変
更
に
係
る
規
定
に
つ
い
て

は
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
３

月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
規
則
で
定
め
る
日
で
す
。

●
中
野
区
子
ど
も
・
若
者
支
援

　
セ
ン
タ
ー
条
例

　
子
ど
も
・
若
者
及
び
そ
の
家

庭
に
対
す
る
支
援
を
総
合
的
に

実
施
し
、
子
ど
も
・
若
者
が
健

や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
そ
の
実
施
す
る
事

業
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で

す
。
施
行
時
期
は
、
令
和
３
年

11
月
29
日
で
す
。

●
中
野
区
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
向
台
学
童
ク
ラ
ブ
を
廃
止
す

る
と
と
も
に
、
中
野
第
一
学
童

ク
ラ
ブ
を
新
設
す
る
も
の
で
す
。

施
行
時
期
は
、
令
和
３
年
４
月

１
日
で
す
。

●
中
野
区
立
キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例

　
キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ
中
野
第
一

を
新
設
す
る
も
の
で
す
。
施
行

時
期
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日

で
す
。

●
中
野
区
立
学
校
設
置
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
南
台
小
学
校
及
び
中
野
第
一

小
学
校
並
び
に
中
野
東
中
学
校

の
位
置
を
改
め
る
も
の
で
す
。

施
行
時
期
は
、
南
台
小
学
校
及

び
中
野
第
一
小
学
校
の
位
置
の

変
更
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
は

令
和
３
年
４
月
１
日
、
中
野
東

中
学
校
の
位
置
の
変
更
に
係
る

規
定
に
つ
い
て
は
同
年
９
月
１

日
で
す
。

●
中
野
区
立
図
書
館
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
中
央
図
書
館
の
分
室
を
新
設

す
る
と
と
も
に
、
本
町
図
書
館

及
び
東
中
野
図
書
館
を
廃
止
し
、

中
野
東
図
書
館
を
新
設
す
る
も

の
で
す
。
施
行
時
期
は
、
中
央

図
書
館
の
分
室
の
設
置
に
係
る

規
定
に
つ
い
て
は
令
和
３
年
４

月
１
日
、
本
町
図
書
館
及
び
東

中
野
図
書
館
の
廃
止
並
び
に
中

野
東
図
書
館
の
設
置
に
係
る
規

定
に
つ
い
て
は
同
年
11
月
１
日

で
す
。

●
中
野
区
立
教
育
セ
ン
タ
ー
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
教
育
セ
ン
タ
ー
の
位
置
を
改

め
る
も
の
で
す
。
施
行
時
期
は
、

令
和
３
年
11
月
29
日
で
す
。

●
令
和
２
年
度
中
野
区
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
６
次
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、
１

億
６
８
９
５
万
２
千
円
を
追
加

し
、
予
算
額
は
１
８
４
９
億
３

９
９
９
万
４
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
歳
出
予
算
の
内
容
は
、
高
齢

者
等
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
自
己
負
担
金
の
無
料
化
に

伴
う
経
費
１
億
６
８
９
５
万
２

千
円
を
追
加
計
上
す
る
も
の
で

す
。
歳
入
予
算
の
内
容
は
、
都

支
出
金
１
億
１
１
２
２
万
２
千

円
、
繰
入
金
４
０
２
１
万
５
千

円
、
諸
収
入
１
７
５
１
万
５
千

円
を
追
加
計
上
す
る
も
の
で
す
。

●
令
和
２
年
度
中
野
区
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
７
次
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、
23

億
１
３
１
９
万
円
を
追
加
計
上

し
、
予
算
額
は
１
８
７
２
億
５

３
１
８
万
４
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
歳
出
予
算
の
内
容
は
、
新
生

児
特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
に

要
す
る
給
付
費
及
び
事
務
費
１

億
５
２
５
０
万
９
千
円
、
特
例

給
付
金
の
給
付
に
要
す
る
給
付

費
及
び
事
務
費
５
２
１
万
５
千

円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
の
施
設

利
用
中
止
に
伴
う
補
償
に
係
る

経
費
６
９
１
３
万
６
千
円
、
戸

籍
情
報
総
合
シ
ス
テ
ム
の
改
修

に
係
る
経
費
５
５
０
万
円
、
住

民
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
係

る
経
費
４
９
５
万
円
、
中
野
区

緊
急
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
務
費
及
び
発
行
事
業

に
係
る
経
費
２
億
７
０
７
１
万

７
千
円
を
追
加
計
上
、
区
立
小・

中
学
校
臨
時
休
業
に
伴
う
在
宅

学
習
等
支
援
の
一
部
見
直
し
に

よ
り
２
億
５
７
６
１
万
５
千
円

を
減
額
、
区
立
・
小
中
学
校
臨

時
休
業
に
伴
う
在
宅
学
習
等
支

援
の
実
施
期
間
延
長
に
よ
り
４

５
７
１
万
円
、
区
立
小
・
中
学

校
臨
時
休
業
に
伴
い
発
注
中
止

し
た
給
食
食
材
費
に
係
る
給
食

食
材
納
入
事
業
者
に
対
す
る
補

助
に
係
る
経
費
３
３
０
０
万
円
、

修
学
旅
行
の
中
止
に
伴
い
保
護

者
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
キ

ャ
ン
セ
ル
料
に
対
す
る
補
助
に

係
る
経
費
１
１
６
５
万
３
千
円
、

児
童
育
成
手
当
の
う
ち
、
障
害

手
当
受
給
者
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
支
給
に
係
る
経
費
７
５
８

万
８
千
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

の
施
設
利
用
中
止
に
伴
う
補
償

に
係
る
経
費
２
６
９
０
万
円
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
う
自
立
相
談
支
援
事

業
等
業
務
委
託
料
の
増
額
に
係

る
経
費
１
７
３
万
５
千
円
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
伴
う
成
人
歯
科
健
診
受
診

勧
奨
費
用
の
増
額
に
係
る
経
費

２
４
６
２
万
円
、
医
療
機
関
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
経
費
１
７
２
１
万

７
千
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

等
準
備
金
交
付
事
業
に
係
る
経

費
１
５
０
０
万
円
を
追
加
計
上

す
る
も
の
で
す
。

　
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
財
政

調
整
基
金
へ
の
積
立
金
18
億
７

９
３
５
万
５
千
円
を
追
加
計
上

す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
予
算
の
内
容
は
、
国
庫

支
出
金
１
１
７
５
万
１
千
円
、

繰
入
金
４
億
７
０
８
０
万
３
千

円
、
繰
越
金
18
億
７
９
３
５
万

５
千
円
、
諸
収
入
２
４
７
５
万

円
を
追
加
計
上
し
、
都
支
出
金

７
３
４
６
万
９
千
円
を
減
額
す

る
も
の
で
す
。

　
繰
越
明
許
費
は
、
年
度
内
に

そ
の
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込

み
で
あ
る
新
生
児
特
別
定
額
給

付
金
の
給
付
に
係
る
経
費
４
８

４
４
万
９
千
円
、
中
野
区
緊
急

応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
に
係
る
経
費
４
７
７
４
万
９

千
円
に
つ
い
て
、
翌
年
度
に
繰

越
し
を
行
う
た
め
、
計
上
す
る

も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案

●
意
見
書
（
4
件
）

（
内
容
は
次
頁
に
掲
載
）

第3回
定例会

可
決
し
た

議
　
　案

区
長
提
出
議
案

ͷଃࡀɺݩঢ়ͷૹ　˔தࡰͷѫީ࣌˔
߲ࣄࢭͷഇ͍ͯͭʹࣄɺீࣄܚ˔
　ᶃॕّɺ߳యɺڙՖͷଃ༩　ᶄॕిɺீిͷൃૹ
˔පؾͷݟʹ͓͚Δۚͷଃ༩
˔৽ฉɺࢽࡶɺ໊ɺࣔܝ൘ͷࠂ
˔֤छࣄߦɺ֤छஂମʹର͢ΔدɾΧϯύɺॕّɺॕిɺۚͷଃ༩

中野区議会は、虚礼等の廃止を決議しています
《虚礼等廃止の主な事項》

贈らない

求めない

受け取らな
い
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●
令
和
２
年
度
中
野
区
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
５
次
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、
11

億
３
０
１
０
万
１
千
円
を
追
加

し
、
予
算
額
は
、
１
８
４
７
億

７
１
０
４
万
２
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
出
予
算
の
内
容
は
、
避
難

所
に
お
け
る
防
疫
体
制
の
整
備

に
係
る
経
費
１
０
２
０
万
７
千

円
、
滞
納
整
理
支
援
シ
ス
テ
ム

の
改
修
に
係
る
経
費
２
８
３
万

８
千
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
の
補
正
予
算
に
対
応

す
る
繰
出
金
２
８
３
万
８
千
円
、

区
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
等
に
係
る
経
費
３
８
０
０
万

円
、
区
立
保
育
園
・
幼
稚
園
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
係
る
経
費
及
び

私
立
保
育
園
・
幼
稚
園
等
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
経
費
に
対
す
る
補
助

等
に
係
る
経
費
７
８
１
７
万
６

千
円
、
も
み
じ
や
ま
保
育
園
民

営
化
に
係
る
新
園
の
開
設
時
期

を
変
更
し
た
こ
と
に
伴
う
運
営

委
託
料
等
に
係
る
経
費
２
０
５

７
万
９
千
円
、
区
立
小
・
中
学

校
の
授
業
時
間
数
確
保
の
た
め
、

土
曜
日
授
業
を
実
施
す
る
こ
と

等
に
伴
う
学
校
用
務
業
務
委
託

料
を
増
額
す
る
た
め
の
経
費
４

１
４
万
５
千
円
、
区
立
小
・
中

学
校
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
１

人
１
台
の
学
習
用
端
末
の
配
備

及
び
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

整
備
に
係
る
経
費
４
億
５
３
１

９
万
８
千
円
、
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
に
伴

う
業
務
増
に
係
る
経
費
99
万
６

千
円
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

支
援
体
制
の
充
実
に
係
る
経
費

５
８
０
２
万
円
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る

経
費
３
億
８
９
８
４
万
円
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
伴
う
保
健
所
電
信
料
を
増

額
す
る
た
め
の
経
費
４
５
５
万

円
、
粗
大
ご
み
収
集
緊
急
対
策

事
業
に
係
る
経
費
１
５
１
７
万

８
千
円
、
橋き

ょ
う
り
ょ
う梁
拡
幅
整
備
工
事

に
係
る
負
担
金
２
６
９
２
万
２

千
円
、
河
川
擁
壁
補
修
工
事
に

係
る
経
費
２
４
６
１
万
４
千
円

を
追
加
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
予
算
の
内
容
は
、
国
庫

支
出
金
２
億
４
９
９
８
万
７
千

円
、
都
支
出
金
１
億
９
０
５
６

万
８
千
円
、
繰
入
金
５
億
４
７

３
１
万
６
千
円
、
諸
収
入
１
億

４
２
２
３
万
円
を
追
加
計
上
す

る
も
の
で
す
。

　
債
務
負
担
行
為
の
補
正
に
つ

い
て
は
、
丸
山
橋
橋
梁
拡
幅
整

備
に
つ
い
て
期
間
が
３
年
度
に

わ
た
る
た
め
、
令
和
３
年
度
及

び
令
和
４
年
度
分
経
費
５
８
８

４
万
８
千
円
を
計
上
す
る
も
の

で
す
。

●
令
和
２
年
度
中
野
区
国
民
健

　
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

　
予
算
（
第
３
次
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、
２

８
３
万
８
千
円
を
追
加
計
上
し
、

予
算
額
は
３
２
８
億
３
１
７
４

万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳

出
予
算
の
内
容
は
、
滞
納
整
理

支
援
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
係
る

経
費
２
８
３
万
８
千
円
を
追
加

計
上
す
る
も
の
で
す
。
歳
入
予

算
の
内
容
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
２
８
３
万
８
千
円
を

追
加
計
上
す
る
も
の
で
す
。

●
中
野
第
一
小
学
校
新
校
舎
用

　
什
器
類
の
買
入
れ
に
つ
い
て

　
財
産
の
取
得
に
当
た
り
、
議

決
を
し
た
も
の
で
す
。

●
中
野
区
国
民
健
康
保
険
条
例

　
及
び
中
野
区
後
期
高
齢
者
医

　
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

保
険
料
に
係
る
延
滞
金
の
割
合

の
特
例
に
つ
い
て
規
定
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。
施
行
時
期
は
、

令
和
３
年
１
月
１
日
で
す
。

●
中
野
区
廃
棄
物
の
処
理
及
び

　
再
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

廃
棄
物
処
理
手
数
料
等
に
係
る

延
滞
金
の
割
合
の
特
例
に
つ
い

て
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

施
行
時
期
は
、
令
和
３
年
１
月

１
日
で
す
。

●
中
野
区
介
護
保
険
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

保
険
料
に
係
る
延
滞
金
の
割
合

の
特
例
に
つ
い
て
規
定
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。
施
行
時
期
は
、

令
和
３
年
１
月
１
日
で
す
。

●
中
野
区
立
体
育
館
条
例
を
廃

　
止
す
る
条
例

　
中
野
体
育
館
の
廃
止
に
当
た

り
、
体
育
館
条
例
を
廃
止
す
る

も
の
で
す
。
施
行
時
期
は
、
公

布
の
日
で
す
。

●
中
野
区
子
ど
も
の
権
利
擁
護

　
推
進
審
議
会
条
例

　
子
ど
も
の
権
利
の
擁
護
に
係

る
施
策
に
つ
い
て
総
合
的
か
つ

効
果
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、

区
長
の
附
属
機
関
と
し
て
子
ど

も
の
権
利
擁
護
推
進
審
議
会
を

設
置
し
、
そ
の
所
掌
事
項
、
組

織
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で

す
。
施
行
時
期
は
、
公
布
の
日

で
す
。

●
中
野
区
保
育
所
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

　
あ
さ
ひ
保
育
園
及
び
宮
の
台

保
育
園
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

大
和
東
保
育
園
の
位
置
を
改
め

る
も
の
で
す
。
施
行
時
期
は
、

あ
さ
ひ
保
育
園
の
廃
止
に
係
る

規
定
に
つ
い
て
は
令
和
２
年
12

月
１
日
、
宮
の
台
保
育
園
の
廃

止
及
び
大
和
東
保
育
園
の
位
置

の
変
更
に
係
る
規
定
に
つ
い
て

は
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
３

月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
規
則
で
定
め
る
日
で
す
。

●
中
野
区
子
ど
も
・
若
者
支
援

　
セ
ン
タ
ー
条
例

　
子
ど
も
・
若
者
及
び
そ
の
家

庭
に
対
す
る
支
援
を
総
合
的
に

実
施
し
、
子
ど
も
・
若
者
が
健

や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
そ
の
実
施
す
る
事

業
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で

す
。
施
行
時
期
は
、
令
和
３
年

11
月
29
日
で
す
。

●
中
野
区
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
向
台
学
童
ク
ラ
ブ
を
廃
止
す

る
と
と
も
に
、
中
野
第
一
学
童

ク
ラ
ブ
を
新
設
す
る
も
の
で
す
。

施
行
時
期
は
、
令
和
３
年
４
月

１
日
で
す
。

●
中
野
区
立
キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例

　
キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ
中
野
第
一

を
新
設
す
る
も
の
で
す
。
施
行

時
期
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日

で
す
。

●
中
野
区
立
学
校
設
置
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
南
台
小
学
校
及
び
中
野
第
一

小
学
校
並
び
に
中
野
東
中
学
校

の
位
置
を
改
め
る
も
の
で
す
。

施
行
時
期
は
、
南
台
小
学
校
及

び
中
野
第
一
小
学
校
の
位
置
の

変
更
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
は

令
和
３
年
４
月
１
日
、
中
野
東

中
学
校
の
位
置
の
変
更
に
係
る

規
定
に
つ
い
て
は
同
年
９
月
１

日
で
す
。

●
中
野
区
立
図
書
館
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
中
央
図
書
館
の
分
室
を
新
設

す
る
と
と
も
に
、
本
町
図
書
館

及
び
東
中
野
図
書
館
を
廃
止
し
、

中
野
東
図
書
館
を
新
設
す
る
も

の
で
す
。
施
行
時
期
は
、
中
央

図
書
館
の
分
室
の
設
置
に
係
る

規
定
に
つ
い
て
は
令
和
３
年
４

月
１
日
、
本
町
図
書
館
及
び
東

中
野
図
書
館
の
廃
止
並
び
に
中

野
東
図
書
館
の
設
置
に
係
る
規

定
に
つ
い
て
は
同
年
11
月
１
日

で
す
。

●
中
野
区
立
教
育
セ
ン
タ
ー
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
教
育
セ
ン
タ
ー
の
位
置
を
改

め
る
も
の
で
す
。
施
行
時
期
は
、

令
和
３
年
11
月
29
日
で
す
。

●
令
和
２
年
度
中
野
区
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
６
次
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、
１

億
６
８
９
５
万
２
千
円
を
追
加

し
、
予
算
額
は
１
８
４
９
億
３

９
９
９
万
４
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
歳
出
予
算
の
内
容
は
、
高
齢

者
等
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
自
己
負
担
金
の
無
料
化
に

伴
う
経
費
１
億
６
８
９
５
万
２

千
円
を
追
加
計
上
す
る
も
の
で

す
。
歳
入
予
算
の
内
容
は
、
都

支
出
金
１
億
１
１
２
２
万
２
千

円
、
繰
入
金
４
０
２
１
万
５
千

円
、
諸
収
入
１
７
５
１
万
５
千

円
を
追
加
計
上
す
る
も
の
で
す
。

●
令
和
２
年
度
中
野
区
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
７
次
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、
23

億
１
３
１
９
万
円
を
追
加
計
上

し
、
予
算
額
は
１
８
７
２
億
５

３
１
８
万
４
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
歳
出
予
算
の
内
容
は
、
新
生

児
特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
に

要
す
る
給
付
費
及
び
事
務
費
１

億
５
２
５
０
万
９
千
円
、
特
例

給
付
金
の
給
付
に
要
す
る
給
付

費
及
び
事
務
費
５
２
１
万
５
千

円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
の
施
設

利
用
中
止
に
伴
う
補
償
に
係
る

経
費
６
９
１
３
万
６
千
円
、
戸

籍
情
報
総
合
シ
ス
テ
ム
の
改
修

に
係
る
経
費
５
５
０
万
円
、
住

民
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
係

る
経
費
４
９
５
万
円
、
中
野
区

緊
急
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
務
費
及
び
発
行
事
業

に
係
る
経
費
２
億
７
０
７
１
万

７
千
円
を
追
加
計
上
、
区
立
小・

中
学
校
臨
時
休
業
に
伴
う
在
宅

学
習
等
支
援
の
一
部
見
直
し
に

よ
り
２
億
５
７
６
１
万
５
千
円

を
減
額
、
区
立
・
小
中
学
校
臨

時
休
業
に
伴
う
在
宅
学
習
等
支

援
の
実
施
期
間
延
長
に
よ
り
４

５
７
１
万
円
、
区
立
小
・
中
学

校
臨
時
休
業
に
伴
い
発
注
中
止

し
た
給
食
食
材
費
に
係
る
給
食

食
材
納
入
事
業
者
に
対
す
る
補

助
に
係
る
経
費
３
３
０
０
万
円
、

修
学
旅
行
の
中
止
に
伴
い
保
護

者
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
キ

ャ
ン
セ
ル
料
に
対
す
る
補
助
に

係
る
経
費
１
１
６
５
万
３
千
円
、

児
童
育
成
手
当
の
う
ち
、
障
害

手
当
受
給
者
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
支
給
に
係
る
経
費
７
５
８

万
８
千
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

の
施
設
利
用
中
止
に
伴
う
補
償

に
係
る
経
費
２
６
９
０
万
円
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
う
自
立
相
談
支
援
事

業
等
業
務
委
託
料
の
増
額
に
係

る
経
費
１
７
３
万
５
千
円
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
伴
う
成
人
歯
科
健
診
受
診

勧
奨
費
用
の
増
額
に
係
る
経
費

２
４
６
２
万
円
、
医
療
機
関
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
経
費
１
７
２
１
万

７
千
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

等
準
備
金
交
付
事
業
に
係
る
経

費
１
５
０
０
万
円
を
追
加
計
上

す
る
も
の
で
す
。

　
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
財
政

調
整
基
金
へ
の
積
立
金
18
億
７

９
３
５
万
５
千
円
を
追
加
計
上

す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
予
算
の
内
容
は
、
国
庫

支
出
金
１
１
７
５
万
１
千
円
、

繰
入
金
４
億
７
０
８
０
万
３
千

円
、
繰
越
金
18
億
７
９
３
５
万

５
千
円
、
諸
収
入
２
４
７
５
万

円
を
追
加
計
上
し
、
都
支
出
金

７
３
４
６
万
９
千
円
を
減
額
す

る
も
の
で
す
。

　
繰
越
明
許
費
は
、
年
度
内
に

そ
の
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込

み
で
あ
る
新
生
児
特
別
定
額
給

付
金
の
給
付
に
係
る
経
費
４
８

４
４
万
９
千
円
、
中
野
区
緊
急

応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
に
係
る
経
費
４
７
７
４
万
９

千
円
に
つ
い
て
、
翌
年
度
に
繰

越
し
を
行
う
た
め
、
計
上
す
る

も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案

●
意
見
書
（
4
件
）

（
内
容
は
次
頁
に
掲
載
）

第3回
定例会

可
決
し
た

議
　
　案

区
長
提
出
議
案

ͷଃࡀɺݩঢ়ͷૹ　˔தࡰͷѫީ࣌˔
߲ࣄࢭͷഇ͍ͯͭʹࣄɺீࣄܚ˔
　ᶃॕّɺ߳యɺڙՖͷଃ༩　ᶄॕిɺீిͷൃૹ
˔පؾͷݟʹ͓͚Δۚͷଃ༩
˔৽ฉɺࢽࡶɺ໊ɺࣔܝ൘ͷࠂ
˔֤छࣄߦɺ֤छஂମʹର͢ΔدɾΧϯύɺॕّɺॕిɺۚͷଃ༩

中野区議会は、虚礼等の廃止を決議しています
《虚礼等廃止の主な事項》

贈らない

求めない

受け取らな
い
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この区議会だよりは、再生紙を活用しています。

第 号 （　）令和2年（２０２０年）１１月１４日

第3回
定例会

可
決
し
た

意
見
書
（要旨）

◆
子
ど
も
を
性
犯
罪
や
性
暴
力

　
か
ら
守
る
た
め
の
す
み
や
か

　
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　
学
校
や
保
育
園
な
ど
に
お
い

て
、
子
ど
も
が
性
犯
罪
や
性
被

害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
す
る
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
教
育
職
員
免
許
法
の

改
正
や
保
育
士
の
登
録
資
格
を

取
得
で
き
る
期
間
の
延
長
を
含

め
た
見
直
し
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ

ー
が
わ
い
せ
つ
事
案
等
を
起
こ

し
た
場
合
の
更
な
る
対
応
が
検

討
さ
れ
て
お
り
、
早
急
な
取
り

組
み
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
性
被
害
の

影
響
は
大
き
く
、
長
期
間
に
わ

た
り
心
身
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

続
け
、
健
康
的
な
発
達
や
成
長

を
阻
害
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
ト

レ
ス
や
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
派
生
的

な
問
題
行
動
な
ど
に
つ
な
が
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
子
ど

も
を
性
犯
罪
や
性
暴
力
か
ら
守

る
た
め
の
実
効
性
の
あ
る
対
策

を
す
み
や
か
に
講
じ
る
こ
と
を

強
く
求
め
ま
す
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

法
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大

臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
国
家
公

安
委
員
会
委
員
長
あ
て
〉

◆
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化

　
対
策
の
継
続
・
拡
充
を
求
め

　
る
意
見
書

　
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て

は
、
次
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
　
令
和
２
年
度
末
期
限
の
「

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
の

更
な
る
延
長
と
拡
充
を
行
う
こ

と
。

２
　
地
方
自
治
体
が
国
土
強
靱

化
地
域
計
画
に
基
づ
き
実
施
す

る
対
策
に
必
要
な
予
算
の
総
額

確
保
を
図
る
こ
と
。

３
　
災
害
復
旧
・
災
害
関
連
予

算
の
確
保
や
補
助
対
象
の
拡
大

を
図
る
と
と
も
に
、
国
土
強
靱

化
の
た
め
の
財
源
を
安
定
的
に

確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
配
分
に

当
た
っ
て
は
、
社
会
資
本
整
備

の
遅
れ
て
い
る
地
方
に
十
分
配

慮
す
る
こ
と
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

財
務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官
、
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
防
災
、海
洋
政
策
）

あ
て
〉

◆
地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
の
着
実
な
推
進
を
求
め
る
意

　
見
書

　
国
会
及
び
政
府
に
お
い
て
は
、

地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

着
実
な
推
進
を
図
る
た
め
、
次

の
事
項
を
実
施
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

１
　
法
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

に
よ
り
書
面
や
対
面
・
押
印
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
、
可
能
な
限
り
簡
易
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
現
で
き
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。
特
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更
新

手
続
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
を
実
現
す
る
こ
と
。

２
　
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・

共
通
化
、
ク
ラ
ウ
ド
活
用
を
促

進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
法
定
受

託
事
務
に
つ
い
て
も
、
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
標
準
化
を
図
り
、
自

治
体
が
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
す

る
こ
と
。

３
　
令
和
３
年
度
か
ら
４
年
度

に
全
国
の
自
治
体
で
更
新
が
予

定
さ
れ
て
い
る
自
治
体
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
に
つ
い

て
導
入
時
と
同
様
の
財
政
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

４
　
今
後
の
制
度
改
正
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
際
に
は
、

地
方
の
事
務
処
理
の
実
態
を
正

確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
地

方
公
共
団
体
の
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
十
分
な
人
的
支
援
及
び

財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
内
閣
官
房
長

官
、
行
政
改
革
担
当
大
臣
、
情

報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
政
策
担

当
大
臣
あ
て
〉

◆
少
人
数
学
級
の
実
施
を
求
め

　
る
意
見
書

　
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
学
校
現

場
に
お
い
て
は
子
ど
も
た
ち
の

学
び
を
ど
う
保
障
す
る
か
が
問

わ
れ
て
い
る
。
少
人
数
学
級
を

実
施
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な

教
育
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
教
員
定
数
の
再
考
や
施

設
・
設
備
の
整
備
が
必
要
で
あ

る
。

　
よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
少
人

数
学
級
を
実
現
で
き
る
よ
う
環

境
整
備
を
含
め
必
要
な
予
算
措

置
を
行
う
よ
う
求
め
る
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大

臣
あ
て
〉

審
議
結
果

陳
情
の

　
第
３
回
定
例
会
に
お
け
る
陳

情
の
審
議
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
　
）内
の
数
字
は
受

理
し
た
年
で
す
。
　

不

採

択

（
元
）
第
11
号
陳
情
　
日
本
政

府
に
香
港
の
「
自
由
」
と
「
民

主
主
義
」
を
守
る
行
動
を
求
め

る
陳
情

　
　
賛
成
少
数

第
12
号
陳
情
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
中
野
区
民
及
び
区
内
宿
泊
、

民
泊
事
業
者
の
現
状
に
つ
い
て
。

　
　
賛
成
少
数

継
続
審
査

《
区
民
委
員
会
付
託
》

第
10
号
陳
情
　
国
に
対
し
て
種

苗
法
改
正
の
撤
回
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

《
議
会
運
営
委
員
会
付
託
》

（
元
）
第
14
号
陳
情
　
中
野
区

議
会
傍
聴
に
関
す
る
運
営
ル
ー

ル
の
変
更
と
必
要
な
施
設
整
備

を
求
め
る
陳
情

取

下

げ

第
11
号
陳
情
　
保
育
園
建
設
計

画
に
つ
い
て

議

案

に

対
す
る
討
論

　
議
案
の
審
議
に
当
た
り
、
次

の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

中
野
区
子
ど
も
の
権
利
擁

護
推
進
審
議
会
条
例

◆
賛
成
討
論

　
竹
村
　
あ
き
ひ
ろ（
無
所
属
）

◆
反
対
討
論

　
吉
田
　
康
一
郎 

（
無
所
属
）

　
　
　
（
審
議
結
果
　
可
決
）

中
野
区
立
図
書
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
賛
成
討
論

　
石
坂
　
わ
た
る 

（
無
所
属
）

◆
反
対
討
論

　
小
杉
　
一
男
　
　 

（
共
産
）

　
　
　
（
審
議
結
果
　
可
決
）

閉
会
中
の
委
員
会
の
動
き

令
和
２
年
７
月
～
９
月

▼
総
務
委
員
会

　
７
／
29
　
報
告
７
件
を
聴
取

　
９
／
１
　
報
告
14
件
を
聴
取

▼
区
民
委
員
会

　
８
／
25
　
報
告
14
件
を
聴
取

▼
厚
生
委
員
会

　
７
／
30
　
報
告
９
件
を
聴
取

　
８
／
27
　
報
告
15
件
を
聴
取

▼
建
設
委
員
会

　
８
／
21
　
報
告
11
件
を
聴
取

▼
子
ど
も
文
教
委
員
会

　
８
／
24
　
報
告
17
件
を
聴
取

▼
中
野
駅
周
辺
整
備
・
都
市
観

　
光
調
査
特
別
委
員
会

　
８
／
20
　
報
告
４
件
を
聴
取

▼
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
調
査
特

　
別
委
員
会

　
７
／
28
　
報
告
２
件
を
聴
取

▼
議
会
運
営
委
員
会

　
８
／
26
　
第
３
回
定
例
会
の

　
日
程
な
ど
を
協
議

　
９
／
２
　
第
３
回
定
例
会
の

　
招
集
日
の
確
認
や
日
程
な
ど

　
を
協
議

今
後
の
議
会
日
程

　
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
議
会

日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
第
４
回
定
例
会
（
予
定
）

　
11
月
26
日
～
12
月
10
日

●
閉
会
中
の
委
員
会

　
総
務
委
員
会
　
　

11
月
17
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
19
日

　
議
会
日
程
は
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

中
野
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
区
議
会
事
務
局
へ
。

　

意見の分かれた案件（第 3回定例会）

※会派等の略称〔自民：自由民主党議員団、立憲：立憲民主党・無所属議員団、公明：公明党議員団、共産：日本共産党議員団、都ファ：都民ファーストの会中野区議団、
　無所属：無所属議員〕
　議員数は議長を除く。無所属議員については、会派と同様の扱いで掲載しています。

件　名
会派名等（議員数） 自　民 立　憲 公　明 共　産 都ファ 無所属 結　果（8） （９） （8） （６） （2） （8）

決算
令和元年度中野区一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○× 認　定
令和元年度中野区国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○× 認　定
令和元年度中野区後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○× 認　定
令和元年度中野区介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○× 認　定
区長提出議案
中野区子どもの権利擁護推進審議会条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○× 可　決
中野区保育所条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○× 可　決
中野区立学童クラブ条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○× 可　決
中野区立学校設置条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○× 可　決
中野区立図書館条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○× 可　決
陳情
日本政府に香港の「自由」と「民主主義」を守る行動を求める陳情 × × × × × ○× 不採択
コロナ禍における中野区民及び区内宿泊、民泊事業者の現状について。 × × × ○ × × 不採択

ʲ˓ɿࢍ　ʷɿରʳ

中野区議会ホームページアドレス
https://kugikai-nakano.jp/

議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を

拡
充
し
ま
し
た

　
中
野
区
議
会
で
は
、
本
会
議
の
様
子
を
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
録
画
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
、
決
算
特
別
委
員
会
、
予
算
特

別
委
員
会
の
録
画
中
継
も
開
始
し
ま
し
た
。

　
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら「
議

会
中
継
を
見
る
」
の
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
区
議
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


